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　昨
年
は
、
将
棋
の
藤
井
聡

太
氏
の
八
冠
達
成
、
野
球
の

大
谷
翔
平
氏
の
二
刀
流
で
の

M
V
P
達
成
、
ボ
ク
シ
ン
グ

の
井
上
尚
弥
氏
の
２
階
級
４

団
体
統
一
と
異
次
元
の
活
躍

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
国
も
異
次
元
の

子
育
て
支
援
を
打
ち
出
し
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
対
策
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
魚
沼
市
も
子
育
て
日
本

一
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援

や
人
へ
の
投
資
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。施
策
や
支
援
は
、

活
用
し
て
価
値
が
出
る
も
の

で
す
。

　今
ま
で
以
上
に
市
政
に
興

味
を
持
ち
、
施
策
や
支
援
の

活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　産
官
民
が
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
魚
沼
市
と

な
る
よ
う
議
会
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（桑
原
郁
夫
）
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　「市
民
の
声
」
へ
の
投
稿
は
、
今
回
で
二

回
目
に
な
り
ま
す
。
前
回
は
「
議
会
の
傍
聴

に
行
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
投
げ
掛
け
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
私
も
中
々
議
場
ま

で
が
遠
く
、
傍
聴
に
は
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、議
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
「
議

会
だ
よ
り
」
等
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
が
、
興
味
の
な
い
と
こ
ろ
は
見
出
し

だ
け
で
飛
ば
し
て
し
ま
う
な
ど
、
市
政
に
も

う
少
し
積
極
的
に
関
わ
り
合
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。（
読
者
の
皆
様
は
い
か
が
で
す
か
）

　私
は
長
年
単
身
赴
任
生
活
で
魚
沼
の
地
を

離
れ
て
い
た
た
め
、
当
地
の
現
状
等
が
良
く

分
か
ら
ず
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
の

で
は
と
思
い
、
退
職
後
「
区
長
」「
行
政
改

革
推
進
会
議
委
員
」
等
沢
山
の
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　少
し
で
も
「
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

思
い
で
の
お
引
受
け
で
し
た
が
、
様
々
な
話

を
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
見
方

も
違
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま
各

種
団
体
役
員
へ
の
成
り
手
が
居
な
い
と
の
話

を
聞
き
ま
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
以
外
と
面

白
い
こ
と
も
多
く
、
自
分
磨
き
に
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
是
非
機
会
が
あ
っ
た
ら
経
験
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　最
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
議
会
議
事

録
の
見
せ
方
に
つ
い
て
で
す
が
、
議
事
録
と

し
て
は
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民

に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
見

て
も
ら
え
る
見
や
す
い
掲
載
方
法
を
考
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
細
か
い
文
字
の
羅

列
で
は
、
な
か
な
か
興
味
が
湧
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
見
や
す
い

議
事
録
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
投
稿
い
た
し

ま
す
。

　今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
「
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
」。
親
か
ら

お
使
い
を
頼
ま
れ
た
子
ど
も
が
駄
賃
と
し
て

毎
月
の
小
遣
い
と
は
別
に
お
釣
り
を
貰
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、「
小
遣
い
帳
に
は
書
か
な

い
で
い
い
か
ら
大
切
に
使
い
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

　あ
れ

　の
世
界

と
構
図
が
似
て
い
ま
す
が

　そ
の
筋

　は
合

法
だ
と
判
断
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　さ
て
、
今
年
も
市
内
各
地
で
熊
の
出
没
が

あ
り
ま
し
た
が
、
人
的
な
被
害
は
出
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
根
雪
に
な
る
ま
で
は
油
断

で
き
ま
せ
ん
。
行
政
で
は
被
害
防
止
の
た
め
、

様
々
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
餌

に
な
る
柿
の
実
が
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
収
穫
が
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
、
高
齢

化
、
樹
高
が
高
い
、
利
用
予
定
な
し
、
所
有

者
不
明
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
提
案
で
す
。
次
年
度
は
春
先
か
ら

の
積
極
的
な
伐
採
の
推
奨
や
、
青
い
実
の
う

ち
の
収
穫
、
実
が
欲
し
い
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
が
思
い
つ
き
ま
す
。
町
内
で
樹
木
の
害

虫
駆
除
の
希
望
者
を
募
る
よ
う
に
町
内
会
と

一
緒
に
な
っ
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
費
用
な
ど
の

補
助
金
制
度
に
も
期
待
し
ま
す
。

佐
梨

目
黒
芳
雄
さ
ん

赤
土

　酒
井

　浩
さ
ん

謹賀新年

議会
TOPICS 「なごみＣＡＦＥ」・「クラフトショップＳｍｉｌｅ」「なごみＣＡＦＥ」・「クラフトショップＳｍｉｌｅ」

　12月21日、市議会定例会最終日の休憩時間を利用して、小出特別支援学

校高等部の生徒さんによる『なごみCAFE』 ・『クラフトショップＳｍｉｌｅ』

とかけはしさんから英字新聞で作ったエコバックの販売を本庁舎にオープ

ンしていただきました。生徒さんたちの丁寧な対応は、心温まるひととき

となりました。

　作業製品の販売では、さをり織のバッ

クやストラップ等の小物類、廃油処理

に便利な油吸い取りパック、お皿等が

大好評でした。英字新聞は、どれも素

敵で選ぶのに迷ってしまうほどでした。

　生徒の皆さん、かけはしの皆さん、

心温まる素敵な時間をありがとうござ

いました。

オープンオープン
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魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

２15原案可決議案第101・102号 ※○○○○○○○○○ ● ○ ○● ○○ ○○

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

第２回臨時会議案等

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任
×＝否決・不採択・不承認

第４回定例会議案等

新 年の挨拶

議長　森島守人

　皆様、あけましておめでとうございます。
　魚沼市議会を代表し、新年のごあいさつを申し上げます。
　皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのことと、心よりお喜び申し上げます。
　昨年は、国内では３年以上に渡った新型コロナウイルス対策は「有事」から「平時」の対応に転換し、
コロナ禍前の賑わいを少し取り戻した一年でありました。

　一方、魚沼市では、南本町商店街で大火災が発生しましたが、現在は、「南本町商店街火災再生プロジェクト」が立ち上がり、
市民を上げて新たなまちづくりに取組んでいるところであります。被災された皆様にお見舞いを申し上げるとともに、一
日も早い復興をお祈り致すところであります。
　さて、本年は 市政施行20周年となります。
　市の新たな玄関口「魚沼インター」が誕生します。全国的なブランドである「魚沼」の知名度を活かし、多くの来訪者
を迎えられる輝かしい年となることが大いに期待されます。
　今年の干支は「辰」であります。今年の抱負に重ねて言えば、「竜頭蛇尾」に終わることなく、「竜が水や雲、翼を得るように」
持てる力を存分に発揮して、飛躍する一年にしていきたいものです。
　市議会といたしましては、市民の皆様が安全・安心で充実した社会生活が送れるよう、そして、「魚沼市に住んで良かった」
と言われるような地域づくりを目指し、議論を進めてまいりますので、一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　結びに、本年１月１日、災害のあった能登半島地震に見舞われた皆様にお見舞申し上げますとともに、これ以上災害のな
いことを願い、皆様の益々のご健勝とご多幸、そして魚沼市のさらなる発展をご祈念申し上げ、新春のご挨拶といたします。

　令和５年第２回臨時会が10月31日に開催され、市長提出の令和５年度一般会計補正予算（第５号）を可決しました。
　令和５年第４回定例会が12月１日から12月21日の21日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正予
算(第６号)をはじめ８件の補正予算等を可決しました。12月５日と６日には、15人の議員が一般質問を行いました。
最終日には、各委員会付託の議案、市長より追加提案の議案すべてが可決となりました。

収益的収入
令和５年度
魚沼市病院事業
会計補正予算
（第１号）

魚沼市医療公社に交付する政策的医療交付金分、指定管理
者補助金として市立病院に係るエネルギー価格高騰対策
支援事業補助金の追加

3,160万円 9億5,160万円9億2,000万円

資本的収入 医療機器更新に要する経費等400万円 4億5,900万円4億5,500万円

資本的支出 機器の故障による入替400万円 5億1,300万円5億900万円

収益的支出
病院の空調設備等の不具合による修繕費、指定管理施設エ
ネルギー価格高騰対策支援事業補助金の追加

3,160万円 8億9,160万円8億6,000万円

収益的収入令和５年度
魚沼市ガス事業
会計補正予算
（第１号）

国が行う都市ガス料金の値引き支援が延長、再延長による
当該期間に係る値引き相当額としての減額、ガス価格激減
緩和対策事業費補助金に値引き額と同額を追加

0円 21億9,800万円21億9,800万円

収益的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加380万円 21億5,180万円21億4,800万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加100万円 1億7,500万円1億7,400万円

収益的支出令和５年度魚沼市
水道事業会計
補正予算（第１号）

電気料の大幅な価格変動により不足が見込まれるための
追加、給与改定及び人事異動等に伴う減額

▲670万円 8億7,730万円8億8,400万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加130万円 7億9,230万円7億9,100万円

収益的支出令和５年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

電気料の大幅な価格変動により不足が見込まれるための
追加、給与改定及び人事異動に伴う減額

1,040万円 22億9,140万円22億8,100万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加30万円 16億9,030万円16億9,000万円

第２回臨時会補正予算第２回臨時会補正予算
主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

南本町大規模火災に係る被災者支援に関する予算の追加
及び、令和５年産米の高温被害緊急支援等

令和５年度魚沼市一般会計
補正予算（第５号）

348億6,070万円 2億4,860万円 351億930万円

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

令和５年度魚沼市一般会計
補正予算（第６号）

351億930万円 15億8,590万円 366億9,520万円

介護保険制度の改正に対応するためのシステム改修に係
る経費の追加

令和５年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

53億6,980万円 270万円 53億7,250万円

今後の造成工事に向けての開発行為変更許可申請に係る
経費の追加

令和５年度魚沼市工業団地
造成事業特別会計補正予算
（第１号）

3億7,900万円 100万円 3億8,000万円

一般会計繰入金等の計上・追加に伴う財源の調整、前年度
繰越金や過年度分の保険給付額などが確定したことに伴
う精算等

令和５年度魚沼市国民健康
保険特別会計補正予算
（第２号）

31億1,940万円 710万円 31億2,650万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

議案
第92号

◎令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第５号）
予
算

議案
第93号

◎令和５年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

予

　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第94号

◎令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第95号

◎令和５年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第96号

◎令和５年度魚沼市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

議案
第97号

◎令和５年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号）

議案
第98号

◎令和５年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号）

議案
第99号

◎令和５年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第100号

◎令和５年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第101号

○

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について

（特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準
じ、議員の期末手当の支給月数の改定）

議案
第102号

○

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

（新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職
の職員の期末手当の支給月数の改定）

議案
第103号

◎

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて

（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定を行う
ための所要の改正）

条

　
　
　
　例

議案
第104号

◎

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部改正について

（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定を
行うための所要の改正）

議案
第105号

◎

魚沼市情報通信技術を活用した行政の推進等
に関する条例の制定について

（市民の利便性の向上及び行政運営の効率化を図る
ため、書面等で行う行政手続きをオンラインで行う
ための共通的な事項を定めるもの）

議案
第106号

◎
魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について

（地方税法等の改正による国民健康保険税の減額規
定の追加に伴う所要の改正）

議案
第107号

◎

魚沼市総合案内及び物産販売施設条例の一部
改正について

（旧堀之内庁舎１階に堀之内物産館を新設すること
に伴う所要の改正）

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

議案
第108号

◎

財産の取得について
（守門診療所医療情報システム）
（市立医療機関の患者情報を共有することにより質
の高い医療の提供及び業務効率化を図るため、守門
診療所医療情報システムを購入するため、議会の議
決を求めるもの）

議案
第110号

◎指定管理者の指定について（堀之内物産館）

議案
第111号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（岡本　朝子 氏）

議案
第112号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（枝村　和枝 氏）

同意
第20号

◎
教育委員会委員の任命について

（星　麻衣 氏）

議案
第109号

◎
指定管理者の指定について
（魚沼市養護老人ホーム南山荘）

議案
第114号

◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

（消防本部において発生した職員のハラスメント行
為等、市民に対する信用失墜行為により責を負う市
長及び副市長の減給を提案するもの）

議案
第113号

◎
羽川荘解体撤去工事請負契約の変更について

（アスベスト含有物撤去等の追加に伴い工事費に変
更が生じたため変更請負契約を締結するもの）

第２回臨時会・第４回定例会報告第２回臨時会・第４回定例会報告

国の補正予算に伴う低所得世帯に対する給付金、灯油購入
費助成費、ふるさと寄附金及び積立金・返礼品に要する経
費及び繰入金、人事異動及び新潟県人事院勧告による給与
費等の調整
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魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

２15原案可決議案第101・102号 ※○○○○○○○○○ ● ○ ○● ○○ ○○

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

第２回臨時会議案等

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任
×＝否決・不採択・不承認

第４回定例会議案等

新年の挨拶

議長　森島守人

　皆様、あけましておめでとうございます。
　魚沼市議会を代表し、新年のごあいさつを申し上げます。
　皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのことと、心よりお喜び申し上げます。
　昨年は、国内では３年以上に渡った新型コロナウイルス対策は「有事」から「平時」の対応に転換し、
コロナ禍前の賑わいを少し取り戻した一年でありました。

　一方、魚沼市では、南本町商店街で大火災が発生しましたが、現在は、「南本町商店街火災再生プロジェクト」が立ち上がり、
市民を上げて新たなまちづくりに取組んでいるところであります。被災された皆様にお見舞いを申し上げるとともに、一
日も早い復興をお祈り致すところであります。
　さて、本年は 市政施行20周年となります。
　市の新たな玄関口「魚沼インター」が誕生します。全国的なブランドである「魚沼」の知名度を活かし、多くの来訪者
を迎えられる輝かしい年となることが大いに期待されます。
　今年の干支は「辰」であります。今年の抱負に重ねて言えば、「竜頭蛇尾」に終わることなく、「竜が水や雲、翼を得るように」
持てる力を存分に発揮して、飛躍する一年にしていきたいものです。
　市議会といたしましては、市民の皆様が安全・安心で充実した社会生活が送れるよう、そして、「魚沼市に住んで良かった」
と言われるような地域づくりを目指し、議論を進めてまいりますので、一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　結びに、本年１月１日、災害のあった能登半島地震に見舞われた皆様にお見舞申し上げますとともに、これ以上災害のな
いことを願い、皆様の益々のご健勝とご多幸、そして魚沼市のさらなる発展をご祈念申し上げ、新春のご挨拶といたします。

　令和５年第２回臨時会が10月31日に開催され、市長提出の令和５年度一般会計補正予算（第５号）を可決しました。
　令和５年第４回定例会が12月１日から12月21日の21日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正予
算(第６号)をはじめ８件の補正予算等を可決しました。12月５日と６日には、15人の議員が一般質問を行いました。
最終日には、各委員会付託の議案、市長より追加提案の議案すべてが可決となりました。

収益的収入
令和５年度
魚沼市病院事業
会計補正予算
（第１号）

魚沼市医療公社に交付する政策的医療交付金分、指定管理
者補助金として市立病院に係るエネルギー価格高騰対策
支援事業補助金の追加

3,160万円 9億5,160万円9億2,000万円

資本的収入 医療機器更新に要する経費等400万円 4億5,900万円4億5,500万円

資本的支出 機器の故障による入替400万円 5億1,300万円5億900万円

収益的支出
病院の空調設備等の不具合による修繕費、指定管理施設エ
ネルギー価格高騰対策支援事業補助金の追加

3,160万円 8億9,160万円8億6,000万円

収益的収入令和５年度
魚沼市ガス事業
会計補正予算
（第１号）

国が行う都市ガス料金の値引き支援が延長、再延長による
当該期間に係る値引き相当額としての減額、ガス価格激減
緩和対策事業費補助金に値引き額と同額を追加

0円 21億9,800万円21億9,800万円

収益的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加380万円 21億5,180万円21億4,800万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加100万円 1億7,500万円1億7,400万円

収益的支出令和５年度魚沼市
水道事業会計
補正予算（第１号）

電気料の大幅な価格変動により不足が見込まれるための
追加、給与改定及び人事異動等に伴う減額

▲670万円 8億7,730万円8億8,400万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加130万円 7億9,230万円7億9,100万円

収益的支出令和５年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

電気料の大幅な価格変動により不足が見込まれるための
追加、給与改定及び人事異動に伴う減額

1,040万円 22億9,140万円22億8,100万円

資本的支出 給与改定及び人事異動に伴う追加30万円 16億9,030万円16億9,000万円

第２回臨時会補正予算第２回臨時会補正予算
主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

南本町大規模火災に係る被災者支援に関する予算の追加
及び、令和５年産米の高温被害緊急支援等

令和５年度魚沼市一般会計
補正予算（第５号）

348億6,070万円 2億4,860万円 351億930万円

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

令和５年度魚沼市一般会計
補正予算（第６号）

351億930万円 15億8,590万円 366億9,520万円

介護保険制度の改正に対応するためのシステム改修に係
る経費の追加

令和５年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

53億6,980万円 270万円 53億7,250万円

今後の造成工事に向けての開発行為変更許可申請に係る
経費の追加

令和５年度魚沼市工業団地
造成事業特別会計補正予算
（第１号）

3億7,900万円 100万円 3億8,000万円

一般会計繰入金等の計上・追加に伴う財源の調整、前年度
繰越金や過年度分の保険給付額などが確定したことに伴
う精算等

令和５年度魚沼市国民健康
保険特別会計補正予算
（第２号）

31億1,940万円 710万円 31億2,650万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

議案
第92号

◎令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第５号）
予
算

議案
第93号

◎令和５年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

予

　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第94号

◎令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第95号

◎令和５年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第96号

◎令和５年度魚沼市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

議案
第97号

◎令和５年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号）

議案
第98号

◎令和５年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号）

議案
第99号

◎令和５年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第100号

◎令和５年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第101号

○

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について

（特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準
じ、議員の期末手当の支給月数の改定）

議案
第102号

○

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

（新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職
の職員の期末手当の支給月数の改定）

議案
第103号

◎

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて

（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定を行う
ための所要の改正）

条

　
　
　
　例

議案
第104号

◎

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部改正について

（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定を
行うための所要の改正）

議案
第105号

◎

魚沼市情報通信技術を活用した行政の推進等
に関する条例の制定について

（市民の利便性の向上及び行政運営の効率化を図る
ため、書面等で行う行政手続きをオンラインで行う
ための共通的な事項を定めるもの）

議案
第106号

◎
魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について

（地方税法等の改正による国民健康保険税の減額規
定の追加に伴う所要の改正）

議案
第107号

◎

魚沼市総合案内及び物産販売施設条例の一部
改正について

（旧堀之内庁舎１階に堀之内物産館を新設すること
に伴う所要の改正）

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

議案
第108号

◎

財産の取得について
（守門診療所医療情報システム）
（市立医療機関の患者情報を共有することにより質
の高い医療の提供及び業務効率化を図るため、守門
診療所医療情報システムを購入するため、議会の議
決を求めるもの）

議案
第110号

◎指定管理者の指定について（堀之内物産館）

議案
第111号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（岡本　朝子 氏）

議案
第112号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（枝村　和枝 氏）

同意
第20号

◎
教育委員会委員の任命について

（星　麻衣 氏）

議案
第109号

◎
指定管理者の指定について
（魚沼市養護老人ホーム南山荘）

議案
第114号

◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

（消防本部において発生した職員のハラスメント行
為等、市民に対する信用失墜行為により責を負う市
長及び副市長の減給を提案するもの）

議案
第113号

◎
羽川荘解体撤去工事請負契約の変更について

（アスベスト含有物撤去等の追加に伴い工事費に変
更が生じたため変更請負契約を締結するもの）

第２回臨時会・第４回定例会報告第２回臨時会・第４回定例会報告

国の補正予算に伴う低所得世帯に対する給付金、灯油購入
費助成費、ふるさと寄附金及び積立金・返礼品に要する経
費及び繰入金、人事異動及び新潟県人事院勧告による給与
費等の調整
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手
す
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　
　
　ミ
ニ
特
養
の
整
備
と
並
行
し
て
、

堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
改
修
等
も
医
療

公
社
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
す
る

た
め
、実
施
設
計
は
そ
の
後
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　小
出
病
院
入
院
棟
は
県
か
ら
無
償

譲
渡
を
受
け
使
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が

顕
著
で
建
て
替
え
に
は
相
当
の
年
数
を
要

す
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
更
新
計
画
か

問
う
。

　
　
　近
い
将
来
、
大
規
模
な
施
設
の
改

修
や
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
施
設
建
設
の

予
定
が
あ
り
こ
れ
ら
の
事
業
の
進

　や
財

政
状
況
も
考
慮
し
た
中
で
検
討
す
る
。

　
　
　診
療
で
使
う
検
査
機
器
等
は
日
々

改
良
が
な
さ
れ
、
安
全
性
が
高
く
、
低
被

ば
く
、
高
解
像
度
の
機
器
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
患
者
や
医
師
の
負
担
軽
減
、
診
療

業
務
支
援
、
リ
ス
ク
回
避
の
観
点
か
ら
も

随
時
更
新
が
必
要
で
あ
る
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

数
億
円
も
す
る
高
額
の
医
療
機
器
の
更
新

は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
問
う
。

　
　
　医
療
公
社
に
お
い
て
、
機
能
の
低

下
や
性
能
の
不
足
、
保
守
及
び
修
理
の
可

否
な
ど
を
考
慮
し
、
年
次
計
画
を
定
め
整

備
、
更
新
を
す
る
。

問問

問問

本
年
産
米
の
品
質
低
下

対
応
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
　本
年
産
米
の
異
常
な
品
質
低
下
等

に
よ
る
大
幅
な
収
益
減
対
策
と
し
て
、
今

後
の
稲
作
農
家
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
以

下
提
案
す
る
。

１

　大
幅
に
値
上
が
り
し
、
高
止
ま
っ
て

い
る
肥
料
代
等
の
経
費
削
減
の
た
め
、
次

年
度
も
肥
料
等
高
騰
対
策
事
業
の
継
続

２

　新
た
な
農
業
機
械
更
新
等
に
導
入
助

成
等
の
支
援
策

３

　特
別
栽
培
米
・
農
業
の
６
次
産
業
化

等
で
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
開
発

４

　地
球
温
暖
化
対
策
で
稲
作
の
中
干
効

果
を
「
Ｊ
｜
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
制
度
を
活
用

し
、
脱
炭
素
を
掲
げ
る
企
業
等
に
売
る
仕

組
み
の
指
導

５

　ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
さ
ら
な
る
活

用
。
田
植
え
・
稲
刈
り
ツ
ア
ー
等
の
商
品

化
で
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
か
ら

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
強
化

　
　
　１

　営
農
経
営
支
援
の
継
続
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

２

　本
年
度
は
新
た
に
ス
マ
ー
ト
農
業
支

援
な
ど
含
め
て
対
応
し
て
い
る
。

３

　Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
等
付
加
価
値
を
高
め
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

４

　県
・
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
て
検
討
し
て

い
く
。

５

　ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
各
団
体

と
連
携
し
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

只
見
線
沿
線
の
歯
科
診
療
所
廃
院
に
つ
い
て

　
　
　只
見
線
沿
線
唯
一
の
歯
科
医
院

が
、
本
年
末
に
廃
院
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
要
因
は
本
部
と
の
経
営
方
針
の
相
違

と
の
こ
と
だ
が
、
誠
に
残
念
な
話
だ
。
開

院
か
ら
34
年
間
、
地
域
の
信
頼
が
厚
く
多

く
の
患
者
が
頼
り
に
し
て
い
る
施
設
で
あ

り
、
先
生
は
継
続
治
療
を
望
ん
で
お
り
、

対
応
策
を
早
急
に
検
討
し
て
欲
し
い
。

　
　
　12
月
末
で
の
先
生
の
退
職
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
お
り
、
現
在
、
運
営
本
部

の
意
向
を
確
認
中
で
、
今
後
の
方
針
を
確

認
し
て
い
る
。

問

問

内
田
市
政
へ
の
市
民
か
ら

の
声

　
　
　市
内
の
温
泉
利
用
料
金
は
燃
料
の

高
騰
な
ど
を
受
け
利
用
料
金
が
上
が
り
、

年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
利
用
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

利
用
料
金
が
割
引
に
な
る
優
待
パ
ス
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
営
だ
か
ら
安
く
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　
　
　検
討
の
余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　優
待
パ
ス
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　魚
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
名

称
変
更
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
総
配
布

数
３
，
０
０
０
に
対
し
、
70
％
の
市
民
が

反
対
・
無
関
心
な
の
に
市
は
名
称
変
更
を

推
し
進
め
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の

市
民
が
市
長
の
独
断
で
名
称
変
更
を
進
め

て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
て
、
未
回

収
の
53
％
の
方
々
が
興
味
が
な
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
そ
の
方
々
も
含
め
て
魚
沼

イ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　こ
こ
数
年
、
市
職
員
等
の
不
祥
事

や
事
故
が
メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
職
員
の
気
の
緩
み
が
目
立

つ
と
市
民
か
ら
よ
く
意
見
を
い
た
だ
く
。

内
田
市
政
に
な
っ
て
か
ら
の
２
０
２
０
年

12
月
以
降
の
不
祥
事
、事
故
等
の
件
数
は
。

　
　
　令
和
３
年
度
は
横
領
１
件
、
飲
酒

運
転
以
外
の
交
通
事
故
２
件
、
不
適
切
な

事
務
処
理
等
９
件
、
公
物
等
損
壊
16
件
の

合
計
28
件
。
令
和
４
年
度
は
給
与
等
の
不

適
正
受
給
１
件
、
不
適
切
な
事
務
処
理
等

４
件
、
公
物
等
損
壊
12
件
の
合
計
17
件
。

令
和
５
年
度
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
１

件
、
飲
酒
運
転
以
外
の
交
通
事
故
１
件
、

不
適
切
な
事
務
処
理
等
20
件
、
公
物
等
損

壊
14
件
の
合
計
36
件
。

　
　
　最
近
で
は
市
民
か
ら
の
通
報
で
有

機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の
過
積
載

が
発
覚
し
て
い
る
。
こ
の
件
は
組
織
の
在

り
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　ふ
ん
尿
を
回
収
す
る
際
に
、
農
家

の
方
が
直
接
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
て
、

ふ
ん
尿
の
状
態
で
重
さ
が
変
わ
る
た
め
。

　
　
　市
は
畜
ふ
ん
の
回
収
実
績
や
計
量

伝
票
を
管
理
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ

を
見
れ
ば
過
去
の
事
例
も
含
め
、
日
々
行

わ
れ
て
き
た
過
積
載
は
一
目
瞭
然
で
あ
る

が
、
な
ぜ
今
ま
で
黙
認
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　今
ま
で
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
定
期
的
に
指
導
を
し
て
き
た

が
、
コ
ン
テ
ナ
に
積
む
加
減
が
難
し
い
の

で
来
年
度
予
算
に
向
け
て
徹
底
し
た
対
策

が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

答答

答答

答 答答答

答答答答

浅井　宏昭佐藤　敏雄

佐藤　　肇

問問問問

問問

只
見
線
を
核
に
し
た
魚
沼

市
の
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
問
う

　只
見
線
が
全
線
開
通
し
て
１
年
が
経
過

し
た
。只
見
線
を
利
用
し
た
お
客
さ
ん
は
、

小
出
駅
に
年
間
２
万
人
以
上
が
下
車
し
て

小
出
ま
ち
な
か
に
訪
れ
て
い
る
。
只
見
線

を
利
用
し
た
お
客
さ
ん
の
滞
在
時
間
に
応

じ
た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
や
「
ま
た

訪
れ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
企
画

を
実
施
し
、
経
済
効
果
を
生
み
出
す
策
が

必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
長
は
、「
只
見
線
を
核
に
し
た

魚
沼
市
の
活
性
化
策
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
構
想
を
描
い
て
い
る
の
か
、
見
解
を

問
う
。

　
　
　只
見
線
は
、
通
勤
通
学
も
含
め
て

大
変
重
要
な
観
光
路
線
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
新
潟
県
と
一
緒
に
全
体
を
含

め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
中
で
あ

り
、Ｊ
Ｒ
に
交
渉
に
行
く
予
定
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
と
き

に
一
緒
に
示
し
た
い
。

　
　
　小
出
駅
か
ら
沿
線
地
域
や
市
内
周

遊
が
で
き
る
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　小
出
駅
で
の
実
施
は
、
自
転
車
の

設
置
場
所
や
受
付
方
法
な
ど
、
管
理
や
運

用
面
に
お
い
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
も
の
の
、
実
施
に
向

け
努
め
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
市
に
は
、
訪
れ
て
き
た
お
客

さ
ん
に
魚
沼
市
の
宝
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
が
な
い
。
小
出
郷
図
書
館
の
利
活
用
と

し
て
魚
沼
の
情
報
発
信
を
す
る
「
魚
沼
情

報
館
」
を
設
置
し
、
小
出
駅
か
ら
魚
沼
情

報
館
、
そ
し
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
南

本
町
へ
の
動
線
を
つ
く
り
、
小
出
ま
ち
な

か
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
魚
沼
情
報
館
の
設
置
と
只
見
線
を
核

に
し
た
官
民
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　議
員
提
案
の
と
お
り
、
小
出
ま
ち

な
か
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
、
市
の

活
性
化
・
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
今
年
度
始
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

で
様
々
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
ア

イ
デ
ア
を
提
案
い
た
だ
い
た
。
小
出
郷
図

書
館
の
図
書
館
機
能
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
へ
移
転
後
の
利
活
用
の
具
体
的
な
策
の

検
討
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
利
活
用
方

法
、
そ
の
検
討
過
程
の
中
で
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
連
携
の
中
で
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
な
部

分
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
。

問問

問

横山　正樹

答答

答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

小
出
病
院
に
医
療
職
員
用

宿
舎
整
備
を

　
　
　災
害
時
の
危
機
管
理
や
研
修
医
の

宿
舎
と
し
て
、
ま
た
、
職
員
の
福
利
厚
生
、

人
材
確
保
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
病

院
直
近
に
い
つ
で
も
使
え
る
宿
舎
が
必
要

で
あ
る
。
民
間
ア
パ
ー
ト
借
り
上
げ
で
対

応
で
き
な
い
か
。

　
　
　病
院
内
に
仮
眠
室
が
４
室
整
備
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
医
の
宿
泊
場
所

と
し
て
市
内
の
ホ
テ
ル
等
を
活
用
し
て
い

る
。
施
設
を
整
備
す
る
よ
り
維
持
管
理
経

費
が
発
生
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
ホ
テ
ル

等
を
活
用
す
る
ほ
う
が
有
効
と
考
え
る
た

め
職
員
宿
舎
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

医
療
施
設
、
機
器
の
更
新
計
画
を
問
う

　
　
　堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
旧
堀
之
内
病
院
を
耐
震
改
修

も
し
な
い
ま
ま
使
い
続
け
て
い
る
。
早
急

に
建
て
替
え
が
必
要
で
あ
り
、
次
年
度
予

算
で
設
計
に
着
手
す
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

　
　
　ミ
ニ
特
養
の
整
備
と
並
行
し
て
、

堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
改
修
等
も
医
療

公
社
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
す
る

た
め
、実
施
設
計
は
そ
の
後
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　小
出
病
院
入
院
棟
は
県
か
ら
無
償

譲
渡
を
受
け
使
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が

顕
著
で
建
て
替
え
に
は
相
当
の
年
数
を
要

す
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
更
新
計
画
か

問
う
。

　
　
　近
い
将
来
、
大
規
模
な
施
設
の
改

修
や
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
施
設
建
設
の

予
定
が
あ
り
こ
れ
ら
の
事
業
の
進

　や
財

政
状
況
も
考
慮
し
た
中
で
検
討
す
る
。

　
　
　診
療
で
使
う
検
査
機
器
等
は
日
々

改
良
が
な
さ
れ
、
安
全
性
が
高
く
、
低
被

ば
く
、
高
解
像
度
の
機
器
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
患
者
や
医
師
の
負
担
軽
減
、
診
療

業
務
支
援
、
リ
ス
ク
回
避
の
観
点
か
ら
も

随
時
更
新
が
必
要
で
あ
る
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

数
億
円
も
す
る
高
額
の
医
療
機
器
の
更
新

は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
問
う
。

　
　
　医
療
公
社
に
お
い
て
、
機
能
の
低

下
や
性
能
の
不
足
、
保
守
及
び
修
理
の
可

否
な
ど
を
考
慮
し
、
年
次
計
画
を
定
め
整

備
、
更
新
を
す
る
。

問問

問問

本
年
産
米
の
品
質
低
下

対
応
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
　本
年
産
米
の
異
常
な
品
質
低
下
等

に
よ
る
大
幅
な
収
益
減
対
策
と
し
て
、
今

後
の
稲
作
農
家
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
以

下
提
案
す
る
。

１

　大
幅
に
値
上
が
り
し
、
高
止
ま
っ
て

い
る
肥
料
代
等
の
経
費
削
減
の
た
め
、
次

年
度
も
肥
料
等
高
騰
対
策
事
業
の
継
続

２

　新
た
な
農
業
機
械
更
新
等
に
導
入
助

成
等
の
支
援
策

３

　特
別
栽
培
米
・
農
業
の
６
次
産
業
化

等
で
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
開
発

４

　地
球
温
暖
化
対
策
で
稲
作
の
中
干
効

果
を
「
Ｊ
｜
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
制
度
を
活
用

し
、
脱
炭
素
を
掲
げ
る
企
業
等
に
売
る
仕

組
み
の
指
導

５

　ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
さ
ら
な
る
活

用
。
田
植
え
・
稲
刈
り
ツ
ア
ー
等
の
商
品

化
で
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
か
ら

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
強
化

　
　
　１

　営
農
経
営
支
援
の
継
続
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

２

　本
年
度
は
新
た
に
ス
マ
ー
ト
農
業
支

援
な
ど
含
め
て
対
応
し
て
い
る
。

３

　Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
等
付
加
価
値
を
高
め
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

４

　県
・
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
て
検
討
し
て

い
く
。

５

　ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
各
団
体

と
連
携
し
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

只
見
線
沿
線
の
歯
科
診
療
所
廃
院
に
つ
い
て

　
　
　只
見
線
沿
線
唯
一
の
歯
科
医
院

が
、
本
年
末
に
廃
院
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
要
因
は
本
部
と
の
経
営
方
針
の
相
違

と
の
こ
と
だ
が
、
誠
に
残
念
な
話
だ
。
開

院
か
ら
34
年
間
、
地
域
の
信
頼
が
厚
く
多

く
の
患
者
が
頼
り
に
し
て
い
る
施
設
で
あ

り
、
先
生
は
継
続
治
療
を
望
ん
で
お
り
、

対
応
策
を
早
急
に
検
討
し
て
欲
し
い
。

　
　
　12
月
末
で
の
先
生
の
退
職
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
お
り
、
現
在
、
運
営
本
部

の
意
向
を
確
認
中
で
、
今
後
の
方
針
を
確

認
し
て
い
る
。

問

問

内
田
市
政
へ
の
市
民
か
ら

の
声

　
　
　市
内
の
温
泉
利
用
料
金
は
燃
料
の

高
騰
な
ど
を
受
け
利
用
料
金
が
上
が
り
、

年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
利
用
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

利
用
料
金
が
割
引
に
な
る
優
待
パ
ス
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
営
だ
か
ら
安
く
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　
　
　検
討
の
余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　優
待
パ
ス
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　魚
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
名

称
変
更
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
総
配
布

数
３
，
０
０
０
に
対
し
、
70
％
の
市
民
が

反
対
・
無
関
心
な
の
に
市
は
名
称
変
更
を

推
し
進
め
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の

市
民
が
市
長
の
独
断
で
名
称
変
更
を
進
め

て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
て
、
未
回

収
の
53
％
の
方
々
が
興
味
が
な
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
そ
の
方
々
も
含
め
て
魚
沼

イ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　こ
こ
数
年
、
市
職
員
等
の
不
祥
事

や
事
故
が
メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
職
員
の
気
の
緩
み
が
目
立

つ
と
市
民
か
ら
よ
く
意
見
を
い
た
だ
く
。

内
田
市
政
に
な
っ
て
か
ら
の
２
０
２
０
年

12
月
以
降
の
不
祥
事
、事
故
等
の
件
数
は
。

　
　
　令
和
３
年
度
は
横
領
１
件
、
飲
酒

運
転
以
外
の
交
通
事
故
２
件
、
不
適
切
な

事
務
処
理
等
９
件
、
公
物
等
損
壊
16
件
の

合
計
28
件
。
令
和
４
年
度
は
給
与
等
の
不

適
正
受
給
１
件
、
不
適
切
な
事
務
処
理
等

４
件
、
公
物
等
損
壊
12
件
の
合
計
17
件
。

令
和
５
年
度
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
１

件
、
飲
酒
運
転
以
外
の
交
通
事
故
１
件
、

不
適
切
な
事
務
処
理
等
20
件
、
公
物
等
損

壊
14
件
の
合
計
36
件
。

　
　
　最
近
で
は
市
民
か
ら
の
通
報
で
有

機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の
過
積
載

が
発
覚
し
て
い
る
。
こ
の
件
は
組
織
の
在

り
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　ふ
ん
尿
を
回
収
す
る
際
に
、
農
家

の
方
が
直
接
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
て
、

ふ
ん
尿
の
状
態
で
重
さ
が
変
わ
る
た
め
。

　
　
　市
は
畜
ふ
ん
の
回
収
実
績
や
計
量

伝
票
を
管
理
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ

を
見
れ
ば
過
去
の
事
例
も
含
め
、
日
々
行

わ
れ
て
き
た
過
積
載
は
一
目
瞭
然
で
あ
る

が
、
な
ぜ
今
ま
で
黙
認
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　今
ま
で
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
定
期
的
に
指
導
を
し
て
き
た

が
、
コ
ン
テ
ナ
に
積
む
加
減
が
難
し
い
の

で
来
年
度
予
算
に
向
け
て
徹
底
し
た
対
策

が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

答答

答答

答 答答答

答答答答

浅井　宏昭佐藤　敏雄

佐藤　　肇

問問問問

問問

只
見
線
を
核
に
し
た
魚
沼

市
の
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
問
う

　只
見
線
が
全
線
開
通
し
て
１
年
が
経
過

し
た
。只
見
線
を
利
用
し
た
お
客
さ
ん
は
、

小
出
駅
に
年
間
２
万
人
以
上
が
下
車
し
て

小
出
ま
ち
な
か
に
訪
れ
て
い
る
。
只
見
線

を
利
用
し
た
お
客
さ
ん
の
滞
在
時
間
に
応

じ
た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
や
「
ま
た

訪
れ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
企
画

を
実
施
し
、
経
済
効
果
を
生
み
出
す
策
が

必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
長
は
、「
只
見
線
を
核
に
し
た

魚
沼
市
の
活
性
化
策
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
構
想
を
描
い
て
い
る
の
か
、
見
解
を

問
う
。

　
　
　只
見
線
は
、
通
勤
通
学
も
含
め
て

大
変
重
要
な
観
光
路
線
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
新
潟
県
と
一
緒
に
全
体
を
含

め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
中
で
あ

り
、Ｊ
Ｒ
に
交
渉
に
行
く
予
定
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
と
き

に
一
緒
に
示
し
た
い
。

　
　
　小
出
駅
か
ら
沿
線
地
域
や
市
内
周

遊
が
で
き
る
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　小
出
駅
で
の
実
施
は
、
自
転
車
の

設
置
場
所
や
受
付
方
法
な
ど
、
管
理
や
運

用
面
に
お
い
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
も
の
の
、
実
施
に
向

け
努
め
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
市
に
は
、
訪
れ
て
き
た
お
客

さ
ん
に
魚
沼
市
の
宝
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
が
な
い
。
小
出
郷
図
書
館
の
利
活
用
と

し
て
魚
沼
の
情
報
発
信
を
す
る
「
魚
沼
情

報
館
」
を
設
置
し
、
小
出
駅
か
ら
魚
沼
情

報
館
、
そ
し
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
南

本
町
へ
の
動
線
を
つ
く
り
、
小
出
ま
ち
な

か
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
魚
沼
情
報
館
の
設
置
と
只
見
線
を
核

に
し
た
官
民
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　議
員
提
案
の
と
お
り
、
小
出
ま
ち

な
か
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
、
市
の

活
性
化
・
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
今
年
度
始
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

で
様
々
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
ア

イ
デ
ア
を
提
案
い
た
だ
い
た
。
小
出
郷
図

書
館
の
図
書
館
機
能
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
へ
移
転
後
の
利
活
用
の
具
体
的
な
策
の

検
討
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
利
活
用
方

法
、
そ
の
検
討
過
程
の
中
で
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
連
携
の
中
で
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
を
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
な
部

分
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
。

問問

問

横山　正樹

答答

答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

観
光
誘
客
に
つ
い
て
問
う

　
　
　枝
折
峠
の
「
滝
雲
」
が
11
月
上
旬

に
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
放
映
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
る
人
が
爆
発

的
に
伸
び
た
。
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
課
題

と
改
善
点
は
何
か
。

　
　
　滝
雲
の
見
頃
は
早
朝
で
あ
り
、
そ

の
後
の
立
ち
寄
り
先
が
開
店
し
て
い
な
い

等
、
市
内
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
が
引

き
続
き
課
題
で
あ
り
、
宿
泊
事
業
者
や
飲

食
店
等
と
連
携
し
た
取
組
を
強
化
し
て
い

く
。
ま
た
、
他
の
季
節
で
も
秋
と
は
違
う

魅
力
発
信
を
行
い
、
分
散
に
よ
る
混
雑
解

消
と
来
訪
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　予
想
以
上
の
反
響
で
枝
折
峠
駐
車

場
に
あ
る
ト
イ
レ
が
足
り
ず
問
題
に
な
っ

た
よ
う
だ
。
駐
車
場
敷
地
内
に
あ
る
ト
イ

レ
は
繁
忙
期
に
閉
鎖
し
て
い
た
。
本
来
こ

の
ト
イ
レ
は
、
期
間
と
し
て
い
つ
か
ら
い

つ
ま
で
使
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　ト
イ
レ
は
、
太
陽
光
発
電
で
処
理

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ
レ
を
使
用
し
、
例

年
、
降
雪
期
前
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
10

月
末
ま
で
に
撤
去
し
て
い
る
。
今
年
度
に

限
り
、
当
初
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
も
10

月
末
ま
で
だ
っ
た
が
、
県
道
の
通
行
止
め

が
11
月
６
日
と
な
っ
た
た
め
、
急
遽
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
11
月
５
日
ま
で
延
ば

し
代
替
措
置
と
し
て
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置

し
た
。

　
　
　毎
年
紅
葉
が
終
了
す
る
11
月
上
旬

か
ら
年
末
に
か
け
て
市
内
の
来
訪
客
は
減

少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
来
年
の
11
月
１
日

に
は
市
政
誕
生
20
周
年
、
そ
し
て
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
変
更
と
い
う
魚
沼
市
に

と
っ
て
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
食
店
、

宿
泊
業
者
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
の
中
で

具
体
的
な
案
が
で
き
た
ら
説
明
す
る
予
定

で
、
現
在
そ
こ
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　前
回
市
長
は
台
湾
か
ら
の
受
入
れ

を
積
極
的
に
行
う
と
答
弁
し
た
。
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　現
時
点
で
、
具
体
化
と
ま
で
至
っ

て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
県
と
連
携
を
密

に
図
り
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問

問問

小
出
地
区
南
本
町
の
復
興

の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う

　小
出
地
区
南
本
町
の
大
規
模
火
災
で

は
、
関
係
者
を
は
じ
め
市
も
大
切
な
財
産

を
失
っ
た
。
現
在
、
関
係
者
で
組
織
し
た

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
復
興
に
向

か
っ
て
い
る
。
中
に
は
こ
の
地
で
の
再
建

を
断
念
す
る
声
も
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
こ

は
現
在
建
設
中
の「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
核
に
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
論
ん
で

い
る
エ
リ
ア
で
、
空
洞
化
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
は
こ
の
地
区
の
今
後
あ

る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
政
策
的
に
こ
の

区
画
の
有
効
利
用
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
　既
に
他
地
区
で
経
営
さ
れ
て
い
る

方
も
含
め
店
舗
誘
導
に
よ
る
配
置
換
え
等

積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　空
洞
化
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
民

有
地
で
あ
る
以
上
、
土
地
所
有
者
の
今
後

の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
現
状
に
お
い

て
、
住
み
替
え
や
新
た
な
店
舗
の
誘
導
な

ど
の
仕
組
み
づ
く
り
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
土
地
所
有
者
の
意
向
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　市
内
外
を
問
わ
ず
特
色
の
あ
る
仕

事
、
ス
キ
ル
等
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材
を

募
集
し
て
こ
の
区
画
を
新
規
起
業
者
育
成

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
若
者
が
集
い
研
究

し
挑
戦
す
る
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　各
種
団
体
の
ほ
か
、
地
元
の
事
業

者
や
地
域
住
民
と
の
幅
広
い
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
多
様
な
関
係
者
間
の
橋
渡
し
を

し
な
が
ら
強
い
思
い
と
責
任
を
持
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
人
材
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
知

識
を
持
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
復
興
及
び
地
域
活
性
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　南
本
町
商
店
街
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
の
連
携
協
力
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

新
た
な
ま
ち
を
お
こ
す
原
動
力
と
し
て
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
割
は
重
要
だ
。
市

と
の
窓
口
的
な
役
割
の
み
な
ら
ず
、
自
立

も
視
野
に
入
れ
起
業
人
材
育
成
や
立
ち
上

げ
支
援
等
中
間
支
援
組
織
的
役
割
を
持
た

せ
な
い
か
。

　
　
　当
面
は
、
義
援
金
、
寄
附
金
を
被

災
者
に
配
分
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
自
立
に
向
け
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　密
集
地
の
防
災
力
が
課
題
と
考
え

ら
れ
る
。
居
住
誘
導
区
域
の
防
災
指
針
に

ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

　
　
　居
住
誘
導
区
域
に
お
け
る
水
害
対

策
を
検
討
し
て
お
り
、
立
地
適
正
化
計
画

の
見
直
し
も
行
っ
て
い
る
。

問問

問問

遠藤　徳一星　　直樹

答

答答

答答

答答

令
和
６
年
度
予
算
編
成
方

針
を
問
う

　
　
　令
和
６
年
度
の
財
政
見
通
し
は
昨

年
度
と
変
わ
ら
ぬ
状
況
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
一
般
会
計
予
算
規
模
は
令
和
５
年
度

と
同
額
程
度
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
は
、
発
行
最
終
年
度

と
な
る
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
事
業
を

多
く
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
予
算
案
の

規
模
は
、
令
和
５
年
度
に
比
較
し
て
大
き

く
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　力
強
い
地
域
経
済
の
構
築
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
で
地
場
産
農
林
水
産
物
の

生
産
効
率
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　農
業
用
機
械
等
の
整
備
支
援
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
や
機
械
等
の
導
入
支
援

等
に
よ
り
営
農
継
続
を
可
能
と
し
、
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
の
産
地
を
守
り
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
と
力
強
い
地
域
経
済
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　例
年
と
違
い
「
通
年
予
算
の
積
算

と
弾
力
的
な
年
間
予
算
」
と
し
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
思
い
か
。

　
　
　限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
常
に
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
前
例
踏
襲
に
よ
る
こ

と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
事
業

の
選
択
を
行
い
、
必
要
か
つ
、
や
む
を
得

な
い
も
の
以
外
は
、
年
度
途
中
で
の
補
正

予
算
で
の
対
応
と
な
ら
な
い
よ
う
方
針
と

し
て
示
し
た
。

　
　
　内
田
市
長
に
と
っ
て
、
任
期
中
最

終
年
度
の
予
算
編
成
と
な
る
が
、
魚
沼
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
強
い

思
い
を
込
め
る
施
策
は
何
か
。

　
　
　こ
れ
か
ら
の
本
市
を
担
う
若
い
世

代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
「
人
へ
の
投
資
」
を
優
先
し
た
予
算

編
成
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
結
婚
・
子
育
て
へ
の
支
援
は
さ
ら
に

手
厚
く
行
う
考
え
で
あ
り
、
地
元
を
離
れ

て
い
る
方
が
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る

際
に
は
、
帰
っ
て
来
や
す
く
な
る
よ
う
に

本
人
に
対
し
て
も
就
職
先
の
企
業
に
対
し

て
も
支
援
を
行
う
。

問問問

問

関矢　孝夫

答

答答

答

答

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

は
認
め
る
な

　
　
　国
は
、
原
発
の
再
稼
働
に
大
き
く

踏
み
込
ん
だ
。
新
潟
県
は
、
検
証
委
員
長

を
再
任
せ
ず
、
３
つ
の
検
証
委
員
会
を
閉

じ
た
。
柏
崎
刈
羽
原
発
は
、
旧
小
出
庁
舎

の
西
方
40
㎞
の
位
置
に
あ
り
、
年
間
80
％

が
西
風
と
い
わ
れ
る
気
象
条
件
に
あ
る
。

事
故
が
起
き
れ
ば
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
近
く
の
原
発
で
あ
る
。
特
に
、
地

盤
の
悪
い
原
発
で
中
越
地
震
、
中
越
沖
地

震
で
被
害
を
出
し
て
い
る
原
発
で
あ
る
。

　市
長
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
危
険
性
に

理
解
を
持
ち
、
再
稼
働
に
は
反
対
と
の
立

場
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　原
発
の
再
稼
働
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
べ
く
、
安
全
性
の
確
立
を

最
優
先
に
考
え
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

現
時
点
で
は
、
私
自
身
が
そ
の
こ
と
を
判

断
す
る
だ
け
の
情
報
を
十
分
に
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
た
め
賛
否
を
表
明
す
る
状
況

に
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

養
豚
農
家
等
に
対
す
る
臭
い
対
策
に
つ
い
て

　
　
　豚
舎
等
の
臭
い
問
題
に
は
住
宅
地

が
広
が
っ
た
た
め
も
あ
る
と
思
う
が
、
臭

気
に
対
す
る
苦
情
は
要
望
書
も
含
め
て
現

状
は
ど
う
か
。

　
　
　畜
産
臭
気
に
関
す
る
苦
情
は
、
令

和
元
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
地
域
要
望
も
含
め
、
年
間
数
件
の
苦

情
が
あ
る
。

　
　
　市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　原
因
者
に
対
し
て
苦
情
内
容
を
通

知
し
、
臭
気
測
定
や
面
談
、
訪
問
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
県
及
び
市
の
畜
産
関
係
部

署
と
連
携
し
指
導
や
改
善
の
申
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　臭
気
対
策
に
お
け
る
市
か
ら
の
支

援
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　現
在
、
消
臭
の
薬
剤
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

問

問問問

高野甲子雄

答

答答答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

観
光
誘
客
に
つ
い
て
問
う

　
　
　枝
折
峠
の
「
滝
雲
」
が
11
月
上
旬

に
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
放
映
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
る
人
が
爆
発

的
に
伸
び
た
。
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
課
題

と
改
善
点
は
何
か
。

　
　
　滝
雲
の
見
頃
は
早
朝
で
あ
り
、
そ

の
後
の
立
ち
寄
り
先
が
開
店
し
て
い
な
い

等
、
市
内
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
が
引

き
続
き
課
題
で
あ
り
、
宿
泊
事
業
者
や
飲

食
店
等
と
連
携
し
た
取
組
を
強
化
し
て
い

く
。
ま
た
、
他
の
季
節
で
も
秋
と
は
違
う

魅
力
発
信
を
行
い
、
分
散
に
よ
る
混
雑
解

消
と
来
訪
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　予
想
以
上
の
反
響
で
枝
折
峠
駐
車

場
に
あ
る
ト
イ
レ
が
足
り
ず
問
題
に
な
っ

た
よ
う
だ
。
駐
車
場
敷
地
内
に
あ
る
ト
イ

レ
は
繁
忙
期
に
閉
鎖
し
て
い
た
。
本
来
こ

の
ト
イ
レ
は
、
期
間
と
し
て
い
つ
か
ら
い

つ
ま
で
使
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　ト
イ
レ
は
、
太
陽
光
発
電
で
処
理

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
ト
イ
レ
を
使
用
し
、
例

年
、
降
雪
期
前
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
10

月
末
ま
で
に
撤
去
し
て
い
る
。
今
年
度
に

限
り
、
当
初
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
も
10

月
末
ま
で
だ
っ
た
が
、
県
道
の
通
行
止
め

が
11
月
６
日
と
な
っ
た
た
め
、
急
遽
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
11
月
５
日
ま
で
延
ば

し
代
替
措
置
と
し
て
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置

し
た
。

　
　
　毎
年
紅
葉
が
終
了
す
る
11
月
上
旬

か
ら
年
末
に
か
け
て
市
内
の
来
訪
客
は
減

少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
来
年
の
11
月
１
日

に
は
市
政
誕
生
20
周
年
、
そ
し
て
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
変
更
と
い
う
魚
沼
市
に

と
っ
て
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
食
店
、

宿
泊
業
者
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
の
中
で

具
体
的
な
案
が
で
き
た
ら
説
明
す
る
予
定

で
、
現
在
そ
こ
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　前
回
市
長
は
台
湾
か
ら
の
受
入
れ

を
積
極
的
に
行
う
と
答
弁
し
た
。
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　現
時
点
で
、
具
体
化
と
ま
で
至
っ

て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
県
と
連
携
を
密

に
図
り
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問

問問

小
出
地
区
南
本
町
の
復
興

の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う

　小
出
地
区
南
本
町
の
大
規
模
火
災
で

は
、
関
係
者
を
は
じ
め
市
も
大
切
な
財
産

を
失
っ
た
。
現
在
、
関
係
者
で
組
織
し
た

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
復
興
に
向

か
っ
て
い
る
。
中
に
は
こ
の
地
で
の
再
建

を
断
念
す
る
声
も
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
こ

は
現
在
建
設
中
の「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
核
に
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
論
ん
で

い
る
エ
リ
ア
で
、
空
洞
化
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
は
こ
の
地
区
の
今
後
あ

る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
政
策
的
に
こ
の

区
画
の
有
効
利
用
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
　既
に
他
地
区
で
経
営
さ
れ
て
い
る

方
も
含
め
店
舗
誘
導
に
よ
る
配
置
換
え
等

積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　空
洞
化
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
民

有
地
で
あ
る
以
上
、
土
地
所
有
者
の
今
後

の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
現
状
に
お
い

て
、
住
み
替
え
や
新
た
な
店
舗
の
誘
導
な

ど
の
仕
組
み
づ
く
り
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
土
地
所
有
者
の
意
向
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　市
内
外
を
問
わ
ず
特
色
の
あ
る
仕

事
、
ス
キ
ル
等
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材
を

募
集
し
て
こ
の
区
画
を
新
規
起
業
者
育
成

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
若
者
が
集
い
研
究

し
挑
戦
す
る
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　各
種
団
体
の
ほ
か
、
地
元
の
事
業

者
や
地
域
住
民
と
の
幅
広
い
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
多
様
な
関
係
者
間
の
橋
渡
し
を

し
な
が
ら
強
い
思
い
と
責
任
を
持
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
人
材
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
知

識
を
持
っ
た
外
部
人
材
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
復
興
及
び
地
域
活
性
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　南
本
町
商
店
街
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
の
連
携
協
力
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

新
た
な
ま
ち
を
お
こ
す
原
動
力
と
し
て
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
割
は
重
要
だ
。
市

と
の
窓
口
的
な
役
割
の
み
な
ら
ず
、
自
立

も
視
野
に
入
れ
起
業
人
材
育
成
や
立
ち
上

げ
支
援
等
中
間
支
援
組
織
的
役
割
を
持
た

せ
な
い
か
。

　
　
　当
面
は
、
義
援
金
、
寄
附
金
を
被

災
者
に
配
分
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
自
立
に
向
け
た

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　密
集
地
の
防
災
力
が
課
題
と
考
え

ら
れ
る
。
居
住
誘
導
区
域
の
防
災
指
針
に

ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

　
　
　居
住
誘
導
区
域
に
お
け
る
水
害
対

策
を
検
討
し
て
お
り
、
立
地
適
正
化
計
画

の
見
直
し
も
行
っ
て
い
る
。

問問

問問

遠藤　徳一星　　直樹

答

答答

答答

答答

令
和
６
年
度
予
算
編
成
方

針
を
問
う

　
　
　令
和
６
年
度
の
財
政
見
通
し
は
昨

年
度
と
変
わ
ら
ぬ
状
況
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
一
般
会
計
予
算
規
模
は
令
和
５
年
度

と
同
額
程
度
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
は
、
発
行
最
終
年
度

と
な
る
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
事
業
を

多
く
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
予
算
案
の

規
模
は
、
令
和
５
年
度
に
比
較
し
て
大
き

く
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　力
強
い
地
域
経
済
の
構
築
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
で
地
場
産
農
林
水
産
物
の

生
産
効
率
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　農
業
用
機
械
等
の
整
備
支
援
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
や
機
械
等
の
導
入
支
援

等
に
よ
り
営
農
継
続
を
可
能
と
し
、
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
の
産
地
を
守
り
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
と
力
強
い
地
域
経
済
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　例
年
と
違
い
「
通
年
予
算
の
積
算

と
弾
力
的
な
年
間
予
算
」
と
し
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
思
い
か
。

　
　
　限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
常
に
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
前
例
踏
襲
に
よ
る
こ

と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
事
業

の
選
択
を
行
い
、
必
要
か
つ
、
や
む
を
得

な
い
も
の
以
外
は
、
年
度
途
中
で
の
補
正

予
算
で
の
対
応
と
な
ら
な
い
よ
う
方
針
と

し
て
示
し
た
。

　
　
　内
田
市
長
に
と
っ
て
、
任
期
中
最

終
年
度
の
予
算
編
成
と
な
る
が
、
魚
沼
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
強
い

思
い
を
込
め
る
施
策
は
何
か
。

　
　
　こ
れ
か
ら
の
本
市
を
担
う
若
い
世

代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
「
人
へ
の
投
資
」
を
優
先
し
た
予
算

編
成
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
結
婚
・
子
育
て
へ
の
支
援
は
さ
ら
に

手
厚
く
行
う
考
え
で
あ
り
、
地
元
を
離
れ

て
い
る
方
が
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る

際
に
は
、
帰
っ
て
来
や
す
く
な
る
よ
う
に

本
人
に
対
し
て
も
就
職
先
の
企
業
に
対
し

て
も
支
援
を
行
う
。

問問問

問

関矢　孝夫

答

答答

答

答

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

は
認
め
る
な

　
　
　国
は
、
原
発
の
再
稼
働
に
大
き
く

踏
み
込
ん
だ
。
新
潟
県
は
、
検
証
委
員
長

を
再
任
せ
ず
、
３
つ
の
検
証
委
員
会
を
閉

じ
た
。
柏
崎
刈
羽
原
発
は
、
旧
小
出
庁
舎

の
西
方
40
㎞
の
位
置
に
あ
り
、
年
間
80
％

が
西
風
と
い
わ
れ
る
気
象
条
件
に
あ
る
。

事
故
が
起
き
れ
ば
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
近
く
の
原
発
で
あ
る
。
特
に
、
地

盤
の
悪
い
原
発
で
中
越
地
震
、
中
越
沖
地

震
で
被
害
を
出
し
て
い
る
原
発
で
あ
る
。

　市
長
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
危
険
性
に

理
解
を
持
ち
、
再
稼
働
に
は
反
対
と
の
立

場
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　原
発
の
再
稼
働
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
べ
く
、
安
全
性
の
確
立
を

最
優
先
に
考
え
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

現
時
点
で
は
、
私
自
身
が
そ
の
こ
と
を
判

断
す
る
だ
け
の
情
報
を
十
分
に
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
た
め
賛
否
を
表
明
す
る
状
況

に
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

養
豚
農
家
等
に
対
す
る
臭
い
対
策
に
つ
い
て

　
　
　豚
舎
等
の
臭
い
問
題
に
は
住
宅
地

が
広
が
っ
た
た
め
も
あ
る
と
思
う
が
、
臭

気
に
対
す
る
苦
情
は
要
望
書
も
含
め
て
現

状
は
ど
う
か
。

　
　
　畜
産
臭
気
に
関
す
る
苦
情
は
、
令

和
元
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
地
域
要
望
も
含
め
、
年
間
数
件
の
苦

情
が
あ
る
。

　
　
　市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　原
因
者
に
対
し
て
苦
情
内
容
を
通

知
し
、
臭
気
測
定
や
面
談
、
訪
問
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
県
及
び
市
の
畜
産
関
係
部

署
と
連
携
し
指
導
や
改
善
の
申
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　臭
気
対
策
に
お
け
る
市
か
ら
の
支

援
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　現
在
、
消
臭
の
薬
剤
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

問

問問問

高野甲子雄

答

答答答
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　魚沼市小出郷文化会館の設立と
同時に、住民参加型のホールを造
りたいと、事業の宣伝や協力を行
っている会です。公共ホールに「友
の会」はどこにでもありますが、
自主独立の運営を続けているの
が、小出郷文化会館の「友の会」
です。

「友の会」とは

　「友の会」会員年会費2,000円
として、200人弱の会員、主力と
して活動する「フレンドリー」メ
ンバー 16人で構成、２カ月に１
回の広報誌を自主作成し、会員に
お知らせしています。会員の中で、
会の趣旨に賛同し運営に参加した
いという有志（フレンドリー）を
募りボランティアで活動しています。

「友の会」活動報告

　住民の声を届け、文化会館の運
営に協力し、地域文化を盛り上げ
ることが目標です。そして、文化・
芸術のすばらしさの紹介や若き芸
術家の応援・育成などを目指して
います。

「友の会」が
目指すところ

　高齢化が進む中で、会員数の減
少が始まっています。「友の会」
の趣旨に賛同いただき市民の皆さ
まから一人でも多くの会員を募り
たいと考えています。

課題は

　文化会館イベントに対して、特
典があるのが楽しみです。そして、
会員同士で会報誌作成にあたり、
コーヒーを飲みながらにぎやかな
時間を楽しんでいます。

「友の会」活動の
楽しみは 　「魚沼市小出郷文化会館」の小

出郷の名称は、絶対に残していた
だきたい。公立ホールは日本中ど
こにもあるが、自主独立の運営を
続けているのが「友の会」です。
全国的にも知られていることか
ら、名称は現在のままでお願いし
たい。

市議会に一言

　文化会館設立以来27年「友
の会」は文化会館を支え盛り
上げています。お話を聞きな
がら、その自信と満足感を得
ながらも、住んで楽しい魚沼
市であって欲しいと願う皆さ
んに感銘を受けながら、考え
させられることの多い取材で
した。

魚沼市小出郷文化会館

「友の会」
（フレンドリーメンバー）

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第16回目は、魚沼市小出郷

文化会館「友の会」の皆さん

からお話を伺いました。

取材しての感想

　昨年度から、市内各中学校３年生の代表12人が

議員となり、10人が一般質問に登壇しました。中

学生議会は、中学生が地方自治について学習する中

で、市政や市議会をより身近に感じてもらい、政治

への関心を高めることを目的に開催しており、今年

で７回目となります。生徒の皆さんは、７月に行っ

た事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に

臨みました。当日は、中学生ならではの視点で、魚

沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対

して堂々と述べました。この体験が、郷土愛の醸成

につながることを期待します。

11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました

中学生の視点で中学生の視点で 市政に提言市政に提言

若
者
が
住
み
た
く
な
る

魅
力
あ
る
魚
沼
市
に
つ
い
て

　①
部
活
数
の
減
少
や
学
校

の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
中
、

今
後
の
児
童
・
生
徒
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

　②
若
者
が
住
み
や
す
く
、
結
婚
し
て

か
ら
の
子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
市
の
取
組
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　①
令
和
４
年
５
月
１
日
時

点
で
２
，
１
８
４
人
で
あ
り

ま
す
が
、
出
生
数
か
ら
推
計
す
る
と
、

令
和
４
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
小

学
校
に
入
学
す
る
頃
に
は
、
市
内
の
小
・

中
学
生
を
合
わ
せ
た
人
数
が
今
よ
り
も

４
０
０
人
程
度
少
な
く
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　②
働
く
場
所
や
優
秀
な
人
材
の
確
保

対
策
と
し
て
優
良
企
業
の
市
内
へ
の
誘

致
や
、
市
内
に
住
み
、
市
内
の
企
業
に

就
職
し
た
方
に
対
し
て
20
万
円
を
支
給

し
奨
学
金
の
返
済
支
援
な
ど
の
若
い
人

た
ち
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
を
通
し
て

学
び
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
新
し
い
図

書
館
の
建
設
も
進
め
て
い
ま
す
。

問答
湯
之
谷
中
学
校

本
田

　文
哉 

議
員

ほ
ん
だ

ふ
み
や

広
神
中
学
校

畠
山

　桐
依 

議
員

は
た
け
や
ま

と
う
い

魚
沼
北
中
学
校

佐
藤

　優
聖 

議
員

さ
と
う

ゆ
う
せ
い

湯
之
谷
中
学
校

本
田

　文
哉 

議
員

ほ
ん
だ

ふ
み
や

広
神
中
学
校

畠
山

　桐
依 

議
員

は
た
け
や
ま

と
う
い

魚
沼
北
中
学
校

佐
藤

　優
聖 

議
員

さ
と
う

ゆ
う
せ
い

湯
之
谷
中
学
校

本
田

　文
哉 

議
員

ほ
ん
だ

ふ
み
や

体
育
施
設
の
エ
ア
コ
ン

　
　
　
　
設
置
に
つ
い
て

　今
年
の
夏
は
高
温
が
続
い

た
が
、
学
校
の
体
育
館
も
含

め
、
市
内
の
体
育
施
設
に
は
エ
ア
コ
ン

が
な
い
。
部
活
動
の
夏
の
大
会
は
勝
ち

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
夏
季
の
活
動
を
行

う
こ
と
に
な
る
。
部
活
動
が
地
域
移
行

を
し
て
も
、
土
日
は
日
中
の
気
温
が
高

い
時
間
で
の
練
習
や
、
大
会
が
行
わ
れ

る
。
地
球
温
暖
化
の
進
行
で
、
さ
ら
に

高
温
に
な
る
日
も
考
え
ら
れ
る
現
状

で
、
市
内
体
育
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
よ
り
、

利
用
者
の
熱
中
症
予
防
対
策

に
つ
な
が
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
体
育
館
と
い
っ
た
広

い
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
エ
ア
コ

ン
本
体
の
設
置
だ
け
で
な
く
、
電
源
設

備
の
入
れ
替
え
も
必
要
と
な
り
、
設
置

後
の
維
持
管
理
費
を
含
め
る
と
多
額
の

費
用
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

既
存
の
体
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
等
エ
ア
コ
ン
に
代
わ
る
設

備
の
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問答
広
神
中
学
校

畠
山

　桐
依 

議
員

は
た
け
や
ま

と
う
い

街
灯
の
数
と
生
活
の

　
　
　
　
影
響
に
つ
い
て

　守
門
・
入
広
瀬
地
域
に
は

街
灯
が
少
な
く
人
々
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
る
。
例
え
ば
、﹁
冬

な
ど
は
早
く
暗
く
な
り
、
下
校
中
の
小

学
生
、
中
学
生
た
ち
が
危
険
で
あ
る
こ

と
﹂、﹁
雪
道
の
側
溝
に
落
ち
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
﹂、﹁
吹
雪
の
中
、
人
が
歩

い
て
い
て
も
車
の
中
か
ら
は
見
え
な
い

こ
と
﹂
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解

決
す
る
う
え
で
、
街
灯
は
大
切
だ
と
思

う
。
街
灯
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
冬
場
の
事
故
が
減
ら
せ
る
と
思
う

が
ど
う
考
え
る
か
。

　防
犯
灯
の
設
置
は
、
魚
沼

市
全
体
で
約
５
，
５
０
０ 

台

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
防
犯
灯
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
が
、
守
門
・
入
広
瀬
地
域
は
集
落
と

集
落
の
間
や
家
同
士
が
少
し
離
れ
て
い

た
り
、
田
ん
ぼ
の
中
を
通
る
道
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
街
灯
が
少
な
い

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
暗
い
道

で
の
リ
ス
ク
軽
減
に
向
け
て
街
灯
の
増

設
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
魚
沼
北
中
学
校

佐
藤

　優
聖 

議
員

さ
と
う

ゆ
う
せ
い

コーヒーサロン

取材中の様子
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
長
の
災
害
時
の
役
割
と

行
政
の
管
理
体
制
に
つ
い

て
問
う

　

　南
本
町
大
規
模
火
災
や
相
次
ぐ
職
員
の

不
祥
事
の
管
理
体
制
に
お
い
て
、
市
長
は

役
割
と
行
動
に
つ
い
て
ど
う
思
考
し
て
い

る
の
か
見
解
を
問
う
。

　
　
　南
本
町
大
規
模
火
災
が
魚
沼
市
災

害
対
策
本
部
条
例
に
規
定
す
る
災
害
と
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
災
害
対
策
本
部
条
例
に
基

づ
く
災
害
対
策
本
部
は
設
置
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
全
庁
体
制
の
下
で
対
応
に
あ
た

っ
た
。

　
　
　火
災
周
辺
の
消
火
栓
の
基
数
と
稼

働
し
た
基
数
は
何
基
か
。
稼
働
が
で
き
な

い
消
火
栓
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
防
火
水

槽
は
稼
働
し
た
か
。

　
　
　消
火
栓
８
基
の
う
ち
、
水
圧
維
持

の
た
め
３
基
の
稼
働
、
防
火
水
槽
は
40
ト

ン
を
使
用
し
た
。

　
　
　自
然
水
利
の
状
況
は
消
火
に
十
分

な
水
量
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　現
場
周
辺
の
水
量
は
少
な
く
、
国

道
３
５
２
号
を
止
め
本
町
か
ら
南
本
町
ま

で
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
対
応
し
た
。

　
　
　消
防
士
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
報
道

を
含
め
、
こ
こ
３
年
の
間
に
80
件
以
上
の

不
祥
事
が
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
職
員
管

理
が
甘
く
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。
改
善
策
は
何
か
。

　
　
　非
常
に
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

再
発
防
止
に
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ

く
り
、
職
員
研
修
等
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

ま
た
、
市
長
と
し
て
職
員
を
守
る
こ
と
が

使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

※

火
災
見
舞
金
要
綱
含
め
て
、
こ
れ
ら
一

連
に
つ
い
て
は
、
総
務
委
員
会
に
て
今
後

報
告
を
受
け
、
調
査
を
し
て
い
く
。

小
出
郷
総
合
体
育
館
利
用
に
つ
い
て

　
　
　今
後
、
全
国
大
会
的
要
素
の
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
　
　２
階
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

　
　
　以
前
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー

は
、
待
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
利

用
勝
手
が
よ
か
っ
た
が
、
市
民
が
気
軽
に

有
意
義
に
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
機
能

が
あ
り
検
討
は
し
て
い
な
い
。

問問問問

問問問

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
問
う

教
員
の
病
気
休
暇
・
病
気
休
職
に
つ
い
て

　
　
　現
在
の
病
気
休
暇
、
病
気
休
職
者

の
教
員
数
は
ど
う
か
。

　
　
　１
カ
月
を
超
え
る
者
が
６
名
い
る
。

　
　
　教
員
の
病
気
休
暇
が
増
え
る
中
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
気
づ
き
と
対
処
を
促

し
て
い
る
。
日
頃
の
職
場
環
境
の
把
握
と

改
善
、
職
員
の
相
談
対
応
を
管
理
職
が
行

う
と
と
も
に
管
理
指
導
主
事
等
へ
の
相
談

の
実
施
。
外
部
相
談
の
窓
口
に
つ
い
て
の

案
内
な
ど
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
　距
離
的
条
件
の
基
準
値
の
現
状
は

ど
う
か
。

　
　
　地
区
の
中
心
地
や
集
会
所
か
ら
地

区
ご
と
の
距
離
と
し
、
小
学
生
２
・
５
キ

ロ
冬
期
は
２
キ
ロ
。
中
学
生
３
・
５
キ
ロ

冬
期
は
３
キ
ロ
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　基
準
値
を
集
落
セ
ン
タ
ー
で
は
な

く
、
一
人
一
人
の
自
宅
に
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　バ
ス
の
配
車
の
関
係
も
あ
り
、
児

童
数
が
減
っ
た
と
い
っ
て
も
学
区
が
狭
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　地
理
的
条
件
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
で
何
カ
所
あ
る
か
。

　
　
　国
道
の
交
通
量
、
道
幅
の
狭
さ
、

冬
期
間
歩
道
が
な
く
車
道
を
通
過
す
る
な

ど
危
険
防
止
な
ど
の
理
由
で
設
定
し
て
い

る
。現
状
で
は
、小
学
校
で
は
、堀
之
内
１
、

広
神
２
、
中
学
校
で
は
、
堀
之
内
１
、
広

神
２
、
守
門
１
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

問問問

問問

星野みゆき大桃　俊彦

答答

答 答答

答

答答答答

答答

原
発
事
故
時
対
応
の
県
と

の
協
議
状
況
を
問
う

　
　
　県
の
広
域
避
難
計
画
で
は
、
事
故

時
に
近
隣
自
治
体
か
ら
多
数
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
冬

場
の
事
故
時
に
は
市
へ
の
汚
染
が
予
測
さ

れ
る
。避
難
は
受
け
入
れ
る
べ
き
で
な
く
、

逆
に
市
民
の
県
境
を
越
え
た
避
難
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
見
直
し
は
行
わ
れ
た
か
。

　
　
　県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
課
題
も

多
く
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
進

　が
見

え
な
い
状
況
で
あ
り
、
本
市
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
説
明
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

　
　
　安
定
ヨ
ウ
素
剤
が
、
保
健
所
に
配

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

か
。
服
用
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
だ
が
、
ど

う
配
布
す
る
か
。

　
　
　県
を
通
し
保
健
所
へ
の
配
備
を
確

認
で
き
た
。Ｕ
Ｐ
Ｚ
範
囲
内
の
自
治
体
と

同
様
に
、
希
望
者
に
事
前
配
布
が
で
き
る

よ
う
に
、県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行
に
伴
う
、
放
課
後
の
ス

ポ
ー
ツ
の
場

　
　
　放
課
後
に
時
間
が
で
き
、
友
だ
ち

同
士
で
体
育
施
設
等
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
る
生
徒
が
い
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
保
証
す
る
た
め
、
施
設
使
用
料
は

無
償
、
あ
る
い
は
格
安
と
す
べ
き
だ
。

　
　
　中
学
生
が
放
課
後
、
仲
間
と
い
ろ

い
ろ
な
運
動
す
る
こ
と
に
は
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
応
援
し
た
い
。
今
現
在
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、制
度
設
計
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り　

　
　ま
ち
な
か
エ
リ
ア
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
組
み
ア
イ
デ
ア

で
、
中
核
と
な
る
も
の
は
何
か
。

　
　
　空
き
店
舗
活
用
の
起
業
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
き
、
商
店

街
の
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
新
規
創
業
者
の

支
援
制
度
、
小
出
郷
図
書
館
の
新
た
な
利

活
用
策
を
含
め
、
空
き
店
舗
活
用
に
結
び

つ
く
取
組
を
展
開
し
た
い
。

　
　
　市
も
部
局
の
垣
根
を
超
え
た
人
材

を
募
り
、市
民
も
若
手
事
業
者
も
加
わ
り
、

知
恵
を
出
し
合
う
取
組
が
必
要
だ
。

　
　
　行
政
が
一
方
的
に
進
め
る
の
で
な

く
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
持
た
せ
な
が
ら
進
め
た

い
。
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
、
賃
貸
で
き
る
店
舗
を
見
つ
け

具
体
化
し
た
い
。

問問問

問問

佐藤　達雄

答

答 答答

答

国
保
滞
納
世
帯
へ
の
資
格
証

交
付
を
や
め
て
は
ど
う
か

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
　
　県
内
他
市
町
村
と
比
べ
、
滞
納
世

帯
に
対
し
て
資
格
証
交
付
の
割
合
が
高
い

状
況
に
あ
り
、
困
窮
が
進
ん
で
い
る
。
資

格
証
交
付
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　交
付
は
、
滞
納
世
帯
の
医
療
機
関

受
診
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
保

険
者
と
の
相
談
の
機
会
を
増
や
し
納
税
相

談
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
、
個
々
の
実
情
に
応
じ
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　国
保
税
は
き
め
細
か
な
減
免
の
対

応
を
行
い
、
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
て

納
付
が
進
む
状
況
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　低
所
得
者
軽
減
の
制
度
や
、
未
就

学
児
の
減
免
、
産
前
産
後
保
険
料
減
額
な

ど
負
担
軽
減
措
置
も
年
々
充
実
し
て
き
て

い
る
た
め
、
現
在
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

に
よ
り
対
応
し
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

　
　
　大
変
厳
し
い
生
活
状
況
に
あ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
引
上
げ
と
正
規

職
員
と
同
等
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
は

最
低
限
必
要
で
あ
り
、
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　報
酬
の
引
上
げ
は
、
正
職
員
の
給

与
改
定
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
手
当
は
、
任
期
が
１
年
で
、
正
規
職

員
と
職
責
等
が
異
な
り
画
一
的
な
取
扱
い

は
困
難
と
認
識
し
て
い
る
が
近
隣
市
等
の

状
況
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

　
　
　低
所
得
者
世
帯
は
経
済
的
に
厳
し

い
家
庭
状
況
に
あ
る
。
学
用
品
な
ど
の
負

担
感
は
増
す
ば
か
り
だ
。
就
学
援
助
基
準

の
拡
充
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で

も
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　国
及
び
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
適
宜
検
討
す
る
。

問問

問問

大平　恭児

答

答答

答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
長
の
災
害
時
の
役
割
と

行
政
の
管
理
体
制
に
つ
い

て
問
う

　

　南
本
町
大
規
模
火
災
や
相
次
ぐ
職
員
の

不
祥
事
の
管
理
体
制
に
お
い
て
、
市
長
は

役
割
と
行
動
に
つ
い
て
ど
う
思
考
し
て
い

る
の
か
見
解
を
問
う
。

　
　
　南
本
町
大
規
模
火
災
が
魚
沼
市
災

害
対
策
本
部
条
例
に
規
定
す
る
災
害
と
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
災
害
対
策
本
部
条
例
に
基

づ
く
災
害
対
策
本
部
は
設
置
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
全
庁
体
制
の
下
で
対
応
に
あ
た

っ
た
。

　
　
　火
災
周
辺
の
消
火
栓
の
基
数
と
稼

働
し
た
基
数
は
何
基
か
。
稼
働
が
で
き
な

い
消
火
栓
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
防
火
水

槽
は
稼
働
し
た
か
。

　
　
　消
火
栓
８
基
の
う
ち
、
水
圧
維
持

の
た
め
３
基
の
稼
働
、
防
火
水
槽
は
40
ト

ン
を
使
用
し
た
。

　
　
　自
然
水
利
の
状
況
は
消
火
に
十
分

な
水
量
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　現
場
周
辺
の
水
量
は
少
な
く
、
国

道
３
５
２
号
を
止
め
本
町
か
ら
南
本
町
ま

で
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
対
応
し
た
。

　
　
　消
防
士
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
報
道

を
含
め
、
こ
こ
３
年
の
間
に
80
件
以
上
の

不
祥
事
が
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
職
員
管

理
が
甘
く
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。
改
善
策
は
何
か
。

　
　
　非
常
に
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

再
発
防
止
に
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ

く
り
、
職
員
研
修
等
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

ま
た
、
市
長
と
し
て
職
員
を
守
る
こ
と
が

使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

※

火
災
見
舞
金
要
綱
含
め
て
、
こ
れ
ら
一

連
に
つ
い
て
は
、
総
務
委
員
会
に
て
今
後

報
告
を
受
け
、
調
査
を
し
て
い
く
。

小
出
郷
総
合
体
育
館
利
用
に
つ
い
て

　
　
　今
後
、
全
国
大
会
的
要
素
の
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
　
　２
階
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

　
　
　以
前
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー

は
、
待
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
利

用
勝
手
が
よ
か
っ
た
が
、
市
民
が
気
軽
に

有
意
義
に
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
機
能

が
あ
り
検
討
は
し
て
い
な
い
。

問問問問

問問問

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
問
う

教
員
の
病
気
休
暇
・
病
気
休
職
に
つ
い
て

　
　
　現
在
の
病
気
休
暇
、
病
気
休
職
者

の
教
員
数
は
ど
う
か
。

　
　
　１
カ
月
を
超
え
る
者
が
６
名
い
る
。

　
　
　教
員
の
病
気
休
暇
が
増
え
る
中
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
気
づ
き
と
対
処
を
促

し
て
い
る
。
日
頃
の
職
場
環
境
の
把
握
と

改
善
、
職
員
の
相
談
対
応
を
管
理
職
が
行

う
と
と
も
に
管
理
指
導
主
事
等
へ
の
相
談

の
実
施
。
外
部
相
談
の
窓
口
に
つ
い
て
の

案
内
な
ど
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
　距
離
的
条
件
の
基
準
値
の
現
状
は

ど
う
か
。

　
　
　地
区
の
中
心
地
や
集
会
所
か
ら
地

区
ご
と
の
距
離
と
し
、
小
学
生
２
・
５
キ

ロ
冬
期
は
２
キ
ロ
。
中
学
生
３
・
５
キ
ロ

冬
期
は
３
キ
ロ
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　基
準
値
を
集
落
セ
ン
タ
ー
で
は
な

く
、
一
人
一
人
の
自
宅
に
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　バ
ス
の
配
車
の
関
係
も
あ
り
、
児

童
数
が
減
っ
た
と
い
っ
て
も
学
区
が
狭
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　地
理
的
条
件
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
で
何
カ
所
あ
る
か
。

　
　
　国
道
の
交
通
量
、
道
幅
の
狭
さ
、

冬
期
間
歩
道
が
な
く
車
道
を
通
過
す
る
な

ど
危
険
防
止
な
ど
の
理
由
で
設
定
し
て
い

る
。現
状
で
は
、小
学
校
で
は
、堀
之
内
１
、

広
神
２
、
中
学
校
で
は
、
堀
之
内
１
、
広

神
２
、
守
門
１
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

問問問

問問

星野みゆき大桃　俊彦

答答

答 答答

答

答答答答

答答

原
発
事
故
時
対
応
の
県
と

の
協
議
状
況
を
問
う

　
　
　県
の
広
域
避
難
計
画
で
は
、
事
故

時
に
近
隣
自
治
体
か
ら
多
数
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
冬

場
の
事
故
時
に
は
市
へ
の
汚
染
が
予
測
さ

れ
る
。避
難
は
受
け
入
れ
る
べ
き
で
な
く
、

逆
に
市
民
の
県
境
を
越
え
た
避
難
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
見
直
し
は
行
わ
れ
た
か
。

　
　
　県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
課
題
も

多
く
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
進

　が
見

え
な
い
状
況
で
あ
り
、
本
市
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
説
明
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

　
　
　安
定
ヨ
ウ
素
剤
が
、
保
健
所
に
配

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

か
。
服
用
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
だ
が
、
ど

う
配
布
す
る
か
。

　
　
　県
を
通
し
保
健
所
へ
の
配
備
を
確

認
で
き
た
。Ｕ
Ｐ
Ｚ
範
囲
内
の
自
治
体
と

同
様
に
、
希
望
者
に
事
前
配
布
が
で
き
る

よ
う
に
、県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行
に
伴
う
、
放
課
後
の
ス

ポ
ー
ツ
の
場

　
　
　放
課
後
に
時
間
が
で
き
、
友
だ
ち

同
士
で
体
育
施
設
等
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
る
生
徒
が
い
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
保
証
す
る
た
め
、
施
設
使
用
料
は

無
償
、
あ
る
い
は
格
安
と
す
べ
き
だ
。

　
　
　中
学
生
が
放
課
後
、
仲
間
と
い
ろ

い
ろ
な
運
動
す
る
こ
と
に
は
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
応
援
し
た
い
。
今
現
在
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、制
度
設
計
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り　

　
　ま
ち
な
か
エ
リ
ア
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
組
み
ア
イ
デ
ア

で
、
中
核
と
な
る
も
の
は
何
か
。

　
　
　空
き
店
舗
活
用
の
起
業
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
き
、
商
店

街
の
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
新
規
創
業
者
の

支
援
制
度
、
小
出
郷
図
書
館
の
新
た
な
利

活
用
策
を
含
め
、
空
き
店
舗
活
用
に
結
び

つ
く
取
組
を
展
開
し
た
い
。

　
　
　市
も
部
局
の
垣
根
を
超
え
た
人
材

を
募
り
、市
民
も
若
手
事
業
者
も
加
わ
り
、

知
恵
を
出
し
合
う
取
組
が
必
要
だ
。

　
　
　行
政
が
一
方
的
に
進
め
る
の
で
な

く
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
持
た
せ
な
が
ら
進
め
た

い
。
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
、
賃
貸
で
き
る
店
舗
を
見
つ
け

具
体
化
し
た
い
。

問問問

問問

佐藤　達雄

答

答 答答

答

国
保
滞
納
世
帯
へ
の
資
格
証

交
付
を
や
め
て
は
ど
う
か

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
　
　県
内
他
市
町
村
と
比
べ
、
滞
納
世

帯
に
対
し
て
資
格
証
交
付
の
割
合
が
高
い

状
況
に
あ
り
、
困
窮
が
進
ん
で
い
る
。
資

格
証
交
付
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　交
付
は
、
滞
納
世
帯
の
医
療
機
関

受
診
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
保

険
者
と
の
相
談
の
機
会
を
増
や
し
納
税
相

談
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
、
個
々
の
実
情
に
応
じ
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　国
保
税
は
き
め
細
か
な
減
免
の
対

応
を
行
い
、
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
て

納
付
が
進
む
状
況
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　低
所
得
者
軽
減
の
制
度
や
、
未
就

学
児
の
減
免
、
産
前
産
後
保
険
料
減
額
な

ど
負
担
軽
減
措
置
も
年
々
充
実
し
て
き
て

い
る
た
め
、
現
在
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

に
よ
り
対
応
し
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

　
　
　大
変
厳
し
い
生
活
状
況
に
あ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
引
上
げ
と
正
規

職
員
と
同
等
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
は

最
低
限
必
要
で
あ
り
、
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　報
酬
の
引
上
げ
は
、
正
職
員
の
給

与
改
定
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
手
当
は
、
任
期
が
１
年
で
、
正
規
職

員
と
職
責
等
が
異
な
り
画
一
的
な
取
扱
い

は
困
難
と
認
識
し
て
い
る
が
近
隣
市
等
の

状
況
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

　
　
　低
所
得
者
世
帯
は
経
済
的
に
厳
し

い
家
庭
状
況
に
あ
る
。
学
用
品
な
ど
の
負

担
感
は
増
す
ば
か
り
だ
。
就
学
援
助
基
準

の
拡
充
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で

も
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　国
及
び
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
適
宜
検
討
す
る
。

問問

問問

大平　恭児

答

答答

答



1011 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

一

般

質

問
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通
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順
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

魚
沼
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の

再
編
を
考
え
な
い
か

　
　
　加
茂
市
で
は
、
適
応
指
導
教
室
を

廃
止
し
て
、
新
た
な
加
茂
市
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
を
開
設
し
た
。
小

学
校
入
学
前
か
ら
入
学
・
進
学
・
卒
業
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
不
登
校
や
困
り
感
を
抱

え
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
体
制
を
強

化
し
た
。
加
茂
市
を
参
考
に
魚
沼
市
で
も

子
ど
も
課
、
健
康
増
進
課
と
の
連
携
強
化

を
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
再
編
を
考
え
な

い
か
。

　
　
　本
市
で
も
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま

で
つ
な
が
る
支
援
体
制
と
し
て
、
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
関
係
各

課
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
相
談
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
な
が
ら
家
庭
訪
問
な

ど
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
取
組
も
実
施
し

て
お
り
再
編
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
住
宅
整
備
に
つ
い
て

　９
月
議
会
で
は
公
営
住
宅
の
高
齢
者
住

居
整
備
を
質
問
し
た
。
今
回
は
高
齢
者
福

祉
計
画
の
次
期
計
画
に
当
た
り
ど
う
考
え

て
い
る
か
問
う
。

　
　
　現
在
の
計
画
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
協
議
を
し
民
間
事
業
者
に
よ
る
増
設

に
つ
い
て
情
報
収
集
及
び
検
討
を
行
う
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報
収
集
し
検
討

し
た
か
。

　
　
　第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
内
に
お
け

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
新
設
、

廃
止
ま
た
は
定
員
等
の
変
更
予
定
に
つ
い

て
事
業
者
の
意
向
把
握
調
査
を
実
施
し

た
。
当
該
調
査
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、
新
設
、
増
設
等

の
意
向
を
持
つ
事
業
所
は
な
か
っ
た
。

　
　
　要
介
護
３
以
上
と
要
介
護
２
以
下

の
住
居
に
対
す
る
計
画
は
、
別
で
計
画
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ニ
ー
ズ

調
査
で
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　要
介
護
３
以
上
と
要
介
護
２
以
下

と
を
分
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
次
期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、「
在

宅
介
護
実
態
調
査
」
と
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
、

地
域
の
実
情
や
課
題
に
つ
い
て
の
基
礎
資

料
と
し
て
把
握
及
び
活
用
を
し
て
い
る
。

問

問問

観
光
振
興
計
画
の
進

　と

地
域
公
共
交
通
つ
い
て
問
う

　
　
　第
２
次
観
光
振
興
計
画
の
指
標
の

把
握
と
中
間
検
証
の
進

　は
。

　
　
　モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査
に
よ
り

把
握
し
、
令
和
５
年
度
の
調
査
結
果
に
よ

り
検
証
す
る
。

　
　
　令
和
４
年
末
策
定
の
第
２
次
観
光

振
興
計
画
に
お
い
て
、観
光
は
食
や
宿
泊
、

交
通
、
体
験
な
ど
多
く
の
産
業
を
巻
き
こ

ん
だ
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
地
域
経

済
を
潤
す
「
外
貨
獲
得
」
の
有
効
策
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
表
現
し
て
い

る
。
本
計
画
の
７
つ
の
基
本
施
策
の
重
要

業
績
評
価
指
標
は
把
握
し
て
い
る
か
。
中

間
検
証
の
進

　は
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
は
年
間
観
光
来
訪
者

数
・
宿
泊
者
数
は
民
間
事
業
者
等
に
委
託

し
て
い
る
観
光
動
向
調
査
に
よ
り
把
握
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
指
標
の
多
く
は
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
５
年
度
末
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統

計
調
査
の
終
了
後
に
指
標
を
と
り
ま
と
め

中
間
検
証
す
る
。
令
和
６
年
か
ら
本
格
的

な
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　納
税
者
で
あ
る
市
内
民
間
観
光
事

業
者
と
市
有
観
光
施
設
の
両
立
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
進
め
て
い
く
か
。

　
　
　両
者
は
切
磋
琢
磨
し
補
完
し
合
う

関
係
で
あ
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
振
興
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
公
共
交
通
や
２
次
交
通

と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
公
共
交
通
や
２

次
交
通
と
し
て
利
用
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
当
市
も
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　交
通
事
業
者
と
協
議
し
、
関
係
省

庁
に
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

※

１

※

２

※

１

　モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査

　携
帯

電
話
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を
使
用

し
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ

移
動
し
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
口
統
計
情
報
。

※

２

　２
次
交
通

　鉄
道
主
要
駅
や
空
港

等
の
交
通
拠
点
と
目
的
の
観
光
地
を
結
ぶ

交
通
ア
ク
セ
ス
。

問問

問問

渡辺　一美 富永三千敏

答

答答

答答

答答

解
体
工
事
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
問
う

　
　
　解
体
工
事
に
お
い
て
頻
繁
に
発
生

す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
設
計
の
追
加
工

事
金
額
に
対
し
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考

え
改
善
し
て
き
た
か
。

　
　
　頻
繁
に
発
生
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
追

加
工
事
は
、
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
今
後
天
井
裏
や
壁
内
部
の
見
え
な

い
と
こ
ろ
等
を
詳
細
に
調
査
し
、
追
加
の

出
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
解
体
工
事
に
か

か
る
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
発
注
後
に

大
幅
な
増
額
変
更
と
な
ら
な
い
よ
う
に
ア

ス
ベ
ス
ト
の
事
前
調
査
を
指
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
６
年
度
を
見
据

え
、
前
倒
し
で
進
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
調

査
の
甘
さ
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
急
ぐ
こ

と
な
く
、
さ
ら
に
慎
重
に
対
応
す
る
。

　
　
　過
去
３
年
間
の
解
体
工
事
で
、
衛

生
上
支
障
の
あ
る
物
と
し
て
、
政
令
で
定

め
る
物
質
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以
外
に
な
か

っ
た
か
。

　
　
　廃
油
等
の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

の
処
分
を
行
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

　
　
　設
計
士
及
び
行
政
担
当
者
は
、
特

定
化
学
物
質
作
業
主
任
者
や
ア
ス
ベ
ス
ト

診
断
士
等
の
関
連
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
。

　
　
　保
有
資
格
に
つ
い
て
、
本
市
発
注

の
設
計
士
全
員
の
資
格
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
に
お
い
て

も
、
資
格
を
有
す
る
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
行
政
担
当
者
も
現
在
、
資
格
を
有
し

て
い
な
い
。

　
　
　資
格
は
、
２
日
間
の
講
習
で
比
較

的
簡
単
に
取
得
で
き
る
が
、
取
得
の
予
定

は
な
い
か
。

　
　
　今
後
、
そ
う
い
っ
た
資
格
を
取
ろ

う
と
す
る
者
が
建
築
を
担
当
す
る
部
署
の

職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
の
で
取
得
に
つ
い
て
促
し
て
い
く
。

問問

問問

桑原　郁夫

答

答答答

　
11
月
20
日
・
12
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
１
号
〜
１
０
５
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
廃
止

に
関
す
る
加
入
者
説
明
会
の
実
施
状
況
に

つ
い
て

②

　12
月
３
日
に
発
生
し
た
魚
沼
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
停
波
事
故
に
つ
い
て

　12
月
３
日
夕
刻
、
雷
に
よ
る
影
響
で
魚

沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
停
波
事
故
が
発
生

し
、
利
用
者
に
不
都
合
を
与
え
た
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　今
後
雷
に
対
応
す
る
設
備
の
更
新
は

あ
る
か
。

答

　令
和
８
年
度
末
廃
止
予
定
の
事
業
だ

が
費
用
対
効
果
も
含
め
調
査
す
る
。

③

　高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称

変
更
の
進

　状
況
に
つ
い
て

④

　南
本
町
大
規
模
火
災
の
復
旧
状
況
に

つ
い
て

　復
旧
状
況
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

問

　当
時
の
水
利
の
状
況
と
か
も
含
め
検

証
作
業
は
ど
う
か
。

答

　消
防
本
部
関
連
の
質
疑
と
な
る
が
検

討
中
で
あ
る
。

※

検
証
、
復
興
も
含
め
、
今
後
総
務
委
員

会
の
調
査
事
件
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

し
た
。

⑤

　特
定
空
家
の
進

　状
況
に
つ
い
て

⑥

　入
広
瀬
小
学
校
閉
校
後
の
利
活
用
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑦

　事
務
処
理
誤
り
等
の
公
表
に
関
す
る

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

　職
員
に
よ
る
法
令
違
反
や
不
適
切
な
事

務
処
理
等
、
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
判
断
基

準
を
設
け
る
旨
の
説
明
を
受
け
質
疑
し
た
。

問

　市
民
や
関
係
者
に
不
利
益
あ
る
場
合

は
公
表
し
な
い
と
あ
る
が
具
体
的
な
事
例

は
何
か
。

答

　い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
の

で
具
体
的
な
事
例
の
想
定
は
で
き
な
い
。

⑧

　特
定
空
家
︵
大
浦
地
内
︶
の
進

　状

況
に
つ
い
て

⑨

　市
有
施
設
に
係
る
需
給
契
約
︵
電
気

調
達
︶
に
つ
い
て

　市
有
施
設
の
電
気
需
給
契
約
の
今
後
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
し
た
。

問

　今
回
契
約
す
る
仲
介
業
者
は
他
の
自

治
体
と
の
契
約
実
績
は
あ
る
か
。

総
務
委
員
会
報
告
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

魚
沼
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の

再
編
を
考
え
な
い
か

　
　
　加
茂
市
で
は
、
適
応
指
導
教
室
を

廃
止
し
て
、
新
た
な
加
茂
市
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
を
開
設
し
た
。
小

学
校
入
学
前
か
ら
入
学
・
進
学
・
卒
業
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
不
登
校
や
困
り
感
を
抱

え
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
体
制
を
強

化
し
た
。
加
茂
市
を
参
考
に
魚
沼
市
で
も

子
ど
も
課
、
健
康
増
進
課
と
の
連
携
強
化

を
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
再
編
を
考
え
な

い
か
。

　
　
　本
市
で
も
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま

で
つ
な
が
る
支
援
体
制
と
し
て
、
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
関
係
各

課
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
相
談
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
な
が
ら
家
庭
訪
問
な

ど
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
取
組
も
実
施
し

て
お
り
再
編
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
住
宅
整
備
に
つ
い
て

　９
月
議
会
で
は
公
営
住
宅
の
高
齢
者
住

居
整
備
を
質
問
し
た
。
今
回
は
高
齢
者
福

祉
計
画
の
次
期
計
画
に
当
た
り
ど
う
考
え

て
い
る
か
問
う
。

　
　
　現
在
の
計
画
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
協
議
を
し
民
間
事
業
者
に
よ
る
増
設

に
つ
い
て
情
報
収
集
及
び
検
討
を
行
う
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報
収
集
し
検
討

し
た
か
。

　
　
　第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
内
に
お
け

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
新
設
、

廃
止
ま
た
は
定
員
等
の
変
更
予
定
に
つ
い

て
事
業
者
の
意
向
把
握
調
査
を
実
施
し

た
。
当
該
調
査
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、
新
設
、
増
設
等

の
意
向
を
持
つ
事
業
所
は
な
か
っ
た
。

　
　
　要
介
護
３
以
上
と
要
介
護
２
以
下

の
住
居
に
対
す
る
計
画
は
、
別
で
計
画
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ニ
ー
ズ

調
査
で
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　要
介
護
３
以
上
と
要
介
護
２
以
下

と
を
分
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
次
期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、「
在

宅
介
護
実
態
調
査
」
と
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
、

地
域
の
実
情
や
課
題
に
つ
い
て
の
基
礎
資

料
と
し
て
把
握
及
び
活
用
を
し
て
い
る
。

問

問問

観
光
振
興
計
画
の
進

　と

地
域
公
共
交
通
つ
い
て
問
う

　
　
　第
２
次
観
光
振
興
計
画
の
指
標
の

把
握
と
中
間
検
証
の
進

　は
。

　
　
　モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査
に
よ
り

把
握
し
、
令
和
５
年
度
の
調
査
結
果
に
よ

り
検
証
す
る
。

　
　
　令
和
４
年
末
策
定
の
第
２
次
観
光

振
興
計
画
に
お
い
て
、観
光
は
食
や
宿
泊
、

交
通
、
体
験
な
ど
多
く
の
産
業
を
巻
き
こ

ん
だ
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
地
域
経

済
を
潤
す
「
外
貨
獲
得
」
の
有
効
策
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
表
現
し
て
い

る
。
本
計
画
の
７
つ
の
基
本
施
策
の
重
要

業
績
評
価
指
標
は
把
握
し
て
い
る
か
。
中

間
検
証
の
進

　は
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
は
年
間
観
光
来
訪
者

数
・
宿
泊
者
数
は
民
間
事
業
者
等
に
委
託

し
て
い
る
観
光
動
向
調
査
に
よ
り
把
握
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
指
標
の
多
く
は
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
５
年
度
末
の
モ
バ
イ
ル
空
間
統

計
調
査
の
終
了
後
に
指
標
を
と
り
ま
と
め

中
間
検
証
す
る
。
令
和
６
年
か
ら
本
格
的

な
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　納
税
者
で
あ
る
市
内
民
間
観
光
事

業
者
と
市
有
観
光
施
設
の
両
立
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
進
め
て
い
く
か
。

　
　
　両
者
は
切
磋
琢
磨
し
補
完
し
合
う

関
係
で
あ
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
振
興
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
公
共
交
通
や
２
次
交
通

と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
公
共
交
通
や
２

次
交
通
と
し
て
利
用
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
当
市
も
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　交
通
事
業
者
と
協
議
し
、
関
係
省

庁
に
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

※

１

※

２

※

１

　モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査

　携
帯

電
話
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を
使
用

し
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ

移
動
し
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
口
統
計
情
報
。

※

２

　２
次
交
通

　鉄
道
主
要
駅
や
空
港

等
の
交
通
拠
点
と
目
的
の
観
光
地
を
結
ぶ

交
通
ア
ク
セ
ス
。

問問

問問

渡辺　一美 富永三千敏

答

答答

答答

答答

解
体
工
事
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
問
う

　
　
　解
体
工
事
に
お
い
て
頻
繁
に
発
生

す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
設
計
の
追
加
工

事
金
額
に
対
し
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考

え
改
善
し
て
き
た
か
。

　
　
　頻
繁
に
発
生
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
追

加
工
事
は
、
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
今
後
天
井
裏
や
壁
内
部
の
見
え
な

い
と
こ
ろ
等
を
詳
細
に
調
査
し
、
追
加
の

出
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
解
体
工
事
に
か

か
る
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
発
注
後
に

大
幅
な
増
額
変
更
と
な
ら
な
い
よ
う
に
ア

ス
ベ
ス
ト
の
事
前
調
査
を
指
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
６
年
度
を
見
据

え
、
前
倒
し
で
進
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
調

査
の
甘
さ
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
急
ぐ
こ

と
な
く
、
さ
ら
に
慎
重
に
対
応
す
る
。

　
　
　過
去
３
年
間
の
解
体
工
事
で
、
衛

生
上
支
障
の
あ
る
物
と
し
て
、
政
令
で
定

め
る
物
質
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以
外
に
な
か

っ
た
か
。

　
　
　廃
油
等
の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

の
処
分
を
行
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

　
　
　設
計
士
及
び
行
政
担
当
者
は
、
特

定
化
学
物
質
作
業
主
任
者
や
ア
ス
ベ
ス
ト

診
断
士
等
の
関
連
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
。

　
　
　保
有
資
格
に
つ
い
て
、
本
市
発
注

の
設
計
士
全
員
の
資
格
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
に
お
い
て

も
、
資
格
を
有
す
る
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
行
政
担
当
者
も
現
在
、
資
格
を
有
し

て
い
な
い
。

　
　
　資
格
は
、
２
日
間
の
講
習
で
比
較

的
簡
単
に
取
得
で
き
る
が
、
取
得
の
予
定

は
な
い
か
。

　
　
　今
後
、
そ
う
い
っ
た
資
格
を
取
ろ

う
と
す
る
者
が
建
築
を
担
当
す
る
部
署
の

職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
の
で
取
得
に
つ
い
て
促
し
て
い
く
。

問問

問問

桑原　郁夫

答

答答答

　
11
月
20
日
・
12
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
１
号
〜
１
０
５
号

※

原
案
可
決
す
る
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
廃
止

に
関
す
る
加
入
者
説
明
会
の
実
施
状
況
に

つ
い
て

②

　12
月
３
日
に
発
生
し
た
魚
沼
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
停
波
事
故
に
つ
い
て

　12
月
３
日
夕
刻
、
雷
に
よ
る
影
響
で
魚

沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
停
波
事
故
が
発
生

し
、
利
用
者
に
不
都
合
を
与
え
た
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　今
後
雷
に
対
応
す
る
設
備
の
更
新
は

あ
る
か
。

答

　令
和
８
年
度
末
廃
止
予
定
の
事
業
だ

が
費
用
対
効
果
も
含
め
調
査
す
る
。

③

　高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称

変
更
の
進

　状
況
に
つ
い
て

④

　南
本
町
大
規
模
火
災
の
復
旧
状
況
に

つ
い
て

　復
旧
状
況
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

問

　当
時
の
水
利
の
状
況
と
か
も
含
め
検

証
作
業
は
ど
う
か
。

答

　消
防
本
部
関
連
の
質
疑
と
な
る
が
検

討
中
で
あ
る
。

※

検
証
、
復
興
も
含
め
、
今
後
総
務
委
員

会
の
調
査
事
件
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

し
た
。

⑤

　特
定
空
家
の
進

　状
況
に
つ
い
て

⑥

　入
広
瀬
小
学
校
閉
校
後
の
利
活
用
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑦

　事
務
処
理
誤
り
等
の
公
表
に
関
す
る

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

　職
員
に
よ
る
法
令
違
反
や
不
適
切
な
事

務
処
理
等
、
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
判
断
基

準
を
設
け
る
旨
の
説
明
を
受
け
質
疑
し
た
。

問

　市
民
や
関
係
者
に
不
利
益
あ
る
場
合

は
公
表
し
な
い
と
あ
る
が
具
体
的
な
事
例

は
何
か
。

答

　い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
の

で
具
体
的
な
事
例
の
想
定
は
で
き
な
い
。

⑧

　特
定
空
家
︵
大
浦
地
内
︶
の
進

　状

況
に
つ
い
て

⑨

　市
有
施
設
に
係
る
需
給
契
約
︵
電
気

調
達
︶
に
つ
い
て

　市
有
施
設
の
電
気
需
給
契
約
の
今
後
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
し
た
。

問

　今
回
契
約
す
る
仲
介
業
者
は
他
の
自

治
体
と
の
契
約
実
績
は
あ
る
か
。

総
務
委
員
会
報
告
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答

　近
県
も
含
め
全
国
で
約
１
０
０
の
自

治
体
と
契
約
し
て
い
る
。

問

　供
給
事
業
者
が
倒
産
し
た
場
合
ど
う

な
る
か
。

答

　供
給
先
が
仮
に
倒
産
し
た
場
合
は
契

約
先
の
仲
介
業
者
が
、
安
価
の
供
給
事
業

者
を
探
し
て
く
れ
る
。
事
情
に
よ
り
一
時

的
に
大
手
業
者
と
最
終
保
障
電
力
を
結
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
２
割

増
し
と
な
る
の
で
そ
の
差
額
は
契
約
の
仲

介
業
者
が
補
填
を
す
る
。

問

　今
現
在
の
対
象
と
な
る
市
有
施
設
の

電
気
料
金
の
合
計
金
額
は
ど
の
く
ら
い

か
。
仲
介
業
者
に
よ
る
新
電
力
と
の
契
約

で
は
料
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

　電
力
量
に
応
じ
た
料
金
総
額
は
４
０

施
設
合
計
２
億
８
，
９
０
０
万
円
ほ
ど
で

新
電
力
で
は
７
０
０
万
円
強
の
削
減
と
な
る
。

⑩

　原
子
力
防
災
訓
練
及
び
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
の
実
施
報

告
に
つ
い
て

11
月
16
日
・
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
６
号
・
１
０
８
〜
１
０
９
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改

定
に
つ
い
て

　今
後
、
２
月
定
例
会
に
条
例
改
正
と
当

初
予
算
へ
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

②

　北
部
地
域
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
検
証
実
施
に
つ
い
て

　新
潟
県
の
「
へ
き
地
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問

　実
証
実
験
は
、
初
診
の
方
も
受
け
ら

れ
る
の
か
。

答

　既
に
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
が
入
っ

て
い
る
方
か
ら
始
め
る
。

③

　﹁
魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
﹂
策
定
に
係
る
進

　状
況
に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
計
画
期
間
を

迎
え
る
た
め
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
現

在
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

問

　重
点
的
に
達
成
し
た
い
と
い
う
ポ
イ

ン
ト
的
な
も
の
は
。

答

　住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
施
策
。
介
護
事
業

所
の
人
材
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
も
重
点

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

④

　﹁
第
６
期
障
害
者
計
画
・
第
７
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
﹂

策
定
に
係
る
進

　状
況
に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
計
画
期
間
を

迎
え
る
た
め
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
現

在
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

⑤

　﹁
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
﹂
改
築

に
係
る
市
民
説
明
会
に
つ
い
て

　９
月
28
日
に
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て

市
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。
南
山
荘
の
定
員

に
つ
い
て
は
、
意
見
等
を
踏
ま
え
40
床
か
ら

45
床
へ
の
変
更
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥

　旧
佐
藤
家
住
宅
に
係
る
土
地
及
び
建

物
寄
附
採
納
に
つ
い
て

　11
月
１
日
に
魚
沼
市
に
所
有
権
移
転
が

完
了
。
佐
藤
家
住
宅
を
管
理
事
務
所
と
し

て
活
用
す
る
。

問

　駐
車
場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

　喫
緊
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

⑦

　魚
沼
市
立
保
育
園
等
の
民
間
移
譲
に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て

　公
立
園
１
園
に
対
し
１
民
間
事
業
者
か

ら
参
加
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
11
月
１
日

に
対
話
型
調
査
を
実
施
し
た
。

問

　個
別
の
再
編
方
針
は
、
今
年
度
末
ま

で
に
つ
く
り
上
げ
る
の
か
。

答

　今
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

⑧

　宇
賀
地
小
学
校
公
用
車
車
検
切
れ
に

つ
い
て

　９
月
か
ら
10
月
に
か
け
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
書
類

が
不
送
致
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
小
出

警
察
署
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

⑨

　部
活
動
地
域
移
行
の
進

　状
況

　11
月
24
日
に
部
活
動
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

推
進
委
員
会
が
あ
り
、
現
在
の
取
組
、
周

知
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

問

　新
１
年
生
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明

会
で
は
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
の
か
。

答

　新
入
学
生
徒
に
は
、
資
料
を
用
い
て

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑩

　税
務
課
所
管
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　例
年
12
月
に
公
表
さ
れ
る
税
制
改
革
大

綱
に
基
づ
い
た
市
の
税
条
例
等
の
改
正
作

業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年
度

は
こ
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
と
債
権
管
理
条
例
の

の
２
件
を
改
正
。

⑪

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

　今
現
在
、
県
内
の
市
が
厚
労
省
に
確
認

を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
の
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

⑫

　教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
関

す
る
報
告
に
つ
い
て

　①
か
ら
⑫
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

11
月
15
日
・
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
1
0
7
号

魚
沼
市
総
合
案
内
及
び
物
産
販
売
施
設
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　使
用
料
が
堀
之
内
物
産
館
は
１
㎡
当

た
り
が
5
0
0
円
、
深
雪
の
里
が
1
0
0

円
、
守
門
特
産
品
販
売
所
が
2
6
0
円
と

あ
る
が
、こ
の
設
定
は
何
か
基
準
が
あ
る
か
。

答

　施
設
に
は
設
置
時
の
建
設
費
等
を
含

め
て
設
定
を
さ
れ
た
も
の
だ
と
解
し
て
い

る
。
堀
之
内
物
産
館
は
現
時
点
の
建
物
の

維
持
費
か
ら
算
定
を
し
設
定
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

問

　深
雪
の
里
が
1
0
0
円
で
、
守
門
特

産
販
売
所
が
2
6
0
円
と
い
う
設
定
の
根

拠
は
。

答

　旧
町
村
の
考
え
方
で
今
の
条
例
に
な

っ
て
お
り
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
価

格
、
他
の
施
設
の
契
約
も
踏
ま
え
て
今
度

条
例
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
1
1
0
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
堀
之
内

物
産
館
︶

問

　こ
の
施
設
を
管
理
す
る
た
め
に
新
し

く
立
ち
上
げ
た
団
体
と
聞
い
て
い
る
が
、

問
題
な
い
の
か
。

答

　こ
の
法
人
は
物
産
館
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

　既
に
登
記
が
終
わ
り
、
会
社
が
で
き

て
い
る
か
。

答

　12
月
８
日
に
登
記
は
完
了
し
て
い
る
。

※

い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　市
道
上
ノ
原
27
号
線
他
改
良
工
事
に

つ
い
て

②

　令
和
５
年
産
米
高
温
被
害
対
策
緊
急

支
援
事
業
に
つ
い
て

③

　農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援
事
業

︵
令
和
５
年
度
当
初
予
算
事
業
︶
に
つ
い
て

④

　令
和
５
年
農
産
物
渇
水
対
策
事
業
の

実
績
に
つ
い
て

⑤

　有
機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の

過
積
載
に
つ
い
て

⑥

　羽
川
荘
解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

⑦

　寿
和
温
泉
︵
ヘ
ル
ス
棟
・
プ
ー
ル
棟
︶

解
体
撤
去
工
事
に
つ
い
て

⑧

　須
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
用
地
に
係
る

調
停
事
件
の
成
立
に
つ
い
て

⑨

　薬
師
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑩

　立
地
適
正
化
計
画
へ
の
防
災
指
針
追

加
に
係
る
改
定
概
要
に
つ
い
て

⑪

　公
営
住
宅
等
再
編
整
備
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

⑫

　ス
キ
ー
場
の
民
営
化
進
捗
状
況
及
び

須
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
に
つ
い
て

⑬

　商
工
会
合
併
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑭

　令
和
４
年
度
緊
急
経
済
対
策
事
業
の

検
証
に
つ
い
て

⑮

　農
協
合
併
に
つ
い
て

⑯

　ガ
ス
託
送
料
金
の
減
額
改
定
に
つ
い
て

⑰

　水
の
郷
工
業
団
地
ガ
ス
製
造
所
の
気

化
器
修
繕
に
つ
い
て

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

●
９
月
13
日
に
総
務
委
員
会
・
14
日
に
福

祉
文
教
委
員
会
・
15
日
に
産
業
建
設
委
員

会
後
に
各
分
科
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
（
仮
称
）
の

策
定
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

①

　11
月
中
に
第
二
次
総
合
計
画
と
後
期

基
本
計
画
の
総
括
を
検
討
し
、
次
回
の
分

科
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

②

　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
策
定
に
向

け
た
市
民
意
識
調
査(
ア
ン
ケ
ー
ト)

ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
の
確
認
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

●
11
月
15
日
産
業
建
設
委
員
会
・
16
日
福

祉
文
教
委
員
会
・
20
日
総
務
委
員
会
後
に

各
分
科
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　執
行
部
か
ら
市
民
意
識
調
査(

ア
ン
ケ

ー
ト)

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。

●
12
月
１
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　各
部
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
修
正
箇

所
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

　な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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答

　近
県
も
含
め
全
国
で
約
１
０
０
の
自

治
体
と
契
約
し
て
い
る
。

問

　供
給
事
業
者
が
倒
産
し
た
場
合
ど
う

な
る
か
。

答

　供
給
先
が
仮
に
倒
産
し
た
場
合
は
契

約
先
の
仲
介
業
者
が
、
安
価
の
供
給
事
業

者
を
探
し
て
く
れ
る
。
事
情
に
よ
り
一
時

的
に
大
手
業
者
と
最
終
保
障
電
力
を
結
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
２
割

増
し
と
な
る
の
で
そ
の
差
額
は
契
約
の
仲

介
業
者
が
補
填
を
す
る
。

問

　今
現
在
の
対
象
と
な
る
市
有
施
設
の

電
気
料
金
の
合
計
金
額
は
ど
の
く
ら
い

か
。
仲
介
業
者
に
よ
る
新
電
力
と
の
契
約

で
は
料
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

　電
力
量
に
応
じ
た
料
金
総
額
は
４
０

施
設
合
計
２
億
８
，
９
０
０
万
円
ほ
ど
で

新
電
力
で
は
７
０
０
万
円
強
の
削
減
と
な
る
。

⑩

　原
子
力
防
災
訓
練
及
び
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
の
実
施
報

告
に
つ
い
て

11
月
16
日
・
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
６
号
・
１
０
８
〜
１
０
９
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改

定
に
つ
い
て

　今
後
、
２
月
定
例
会
に
条
例
改
正
と
当

初
予
算
へ
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

②

　北
部
地
域
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
検
証
実
施
に
つ
い
て

　新
潟
県
の
「
へ
き
地
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問

　実
証
実
験
は
、
初
診
の
方
も
受
け
ら

れ
る
の
か
。

答

　既
に
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
が
入
っ

て
い
る
方
か
ら
始
め
る
。

③

　﹁
魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
﹂
策
定
に
係
る
進

　状
況
に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
計
画
期
間
を

迎
え
る
た
め
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
現

在
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

問

　重
点
的
に
達
成
し
た
い
と
い
う
ポ
イ

ン
ト
的
な
も
の
は
。

答

　住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
施
策
。
介
護
事
業

所
の
人
材
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
も
重
点

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

④

　﹁
第
６
期
障
害
者
計
画
・
第
７
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
﹂

策
定
に
係
る
進

　状
況
に
つ
い
て

　令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
計
画
期
間
を

迎
え
る
た
め
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
現

在
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

⑤

　﹁
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
﹂
改
築

に
係
る
市
民
説
明
会
に
つ
い
て

　９
月
28
日
に
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て

市
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。
南
山
荘
の
定
員

に
つ
い
て
は
、
意
見
等
を
踏
ま
え
40
床
か
ら

45
床
へ
の
変
更
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥

　旧
佐
藤
家
住
宅
に
係
る
土
地
及
び
建

物
寄
附
採
納
に
つ
い
て

　11
月
１
日
に
魚
沼
市
に
所
有
権
移
転
が

完
了
。
佐
藤
家
住
宅
を
管
理
事
務
所
と
し

て
活
用
す
る
。

問

　駐
車
場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

　喫
緊
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

⑦

　魚
沼
市
立
保
育
園
等
の
民
間
移
譲
に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て

　公
立
園
１
園
に
対
し
１
民
間
事
業
者
か

ら
参
加
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
11
月
１
日

に
対
話
型
調
査
を
実
施
し
た
。

問

　個
別
の
再
編
方
針
は
、
今
年
度
末
ま

で
に
つ
く
り
上
げ
る
の
か
。

答

　今
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

⑧

　宇
賀
地
小
学
校
公
用
車
車
検
切
れ
に

つ
い
て

　９
月
か
ら
10
月
に
か
け
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
書
類

が
不
送
致
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
小
出

警
察
署
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

⑨

　部
活
動
地
域
移
行
の
進

　状
況

　11
月
24
日
に
部
活
動
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

推
進
委
員
会
が
あ
り
、
現
在
の
取
組
、
周

知
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

問

　新
１
年
生
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明

会
で
は
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
の
か
。

答

　新
入
学
生
徒
に
は
、
資
料
を
用
い
て

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑩

　税
務
課
所
管
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　例
年
12
月
に
公
表
さ
れ
る
税
制
改
革
大

綱
に
基
づ
い
た
市
の
税
条
例
等
の
改
正
作

業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年
度

は
こ
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
と
債
権
管
理
条
例
の

の
２
件
を
改
正
。

⑪

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

　今
現
在
、
県
内
の
市
が
厚
労
省
に
確
認

を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
の
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

⑫

　教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
関

す
る
報
告
に
つ
い
て

　①
か
ら
⑫
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

11
月
15
日
・
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
1
0
7
号

魚
沼
市
総
合
案
内
及
び
物
産
販
売
施
設
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　使
用
料
が
堀
之
内
物
産
館
は
１
㎡
当

た
り
が
5
0
0
円
、
深
雪
の
里
が
1
0
0

円
、
守
門
特
産
品
販
売
所
が
2
6
0
円
と

あ
る
が
、こ
の
設
定
は
何
か
基
準
が
あ
る
か
。

答

　施
設
に
は
設
置
時
の
建
設
費
等
を
含

め
て
設
定
を
さ
れ
た
も
の
だ
と
解
し
て
い

る
。
堀
之
内
物
産
館
は
現
時
点
の
建
物
の

維
持
費
か
ら
算
定
を
し
設
定
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

問

　深
雪
の
里
が
1
0
0
円
で
、
守
門
特

産
販
売
所
が
2
6
0
円
と
い
う
設
定
の
根

拠
は
。

答

　旧
町
村
の
考
え
方
で
今
の
条
例
に
な

っ
て
お
り
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
価

格
、
他
の
施
設
の
契
約
も
踏
ま
え
て
今
度

条
例
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
1
1
0
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
堀
之
内

物
産
館
︶

問

　こ
の
施
設
を
管
理
す
る
た
め
に
新
し

く
立
ち
上
げ
た
団
体
と
聞
い
て
い
る
が
、

問
題
な
い
の
か
。

答

　こ
の
法
人
は
物
産
館
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

　既
に
登
記
が
終
わ
り
、
会
社
が
で
き

て
い
る
か
。

答

　12
月
８
日
に
登
記
は
完
了
し
て
い
る
。

※
い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　市
道
上
ノ
原
27
号
線
他
改
良
工
事
に

つ
い
て

②

　令
和
５
年
産
米
高
温
被
害
対
策
緊
急

支
援
事
業
に
つ
い
て

③

　農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援
事
業

︵
令
和
５
年
度
当
初
予
算
事
業
︶
に
つ
い
て

④

　令
和
５
年
農
産
物
渇
水
対
策
事
業
の

実
績
に
つ
い
て

⑤

　有
機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の

過
積
載
に
つ
い
て

⑥

　羽
川
荘
解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

⑦

　寿
和
温
泉
︵
ヘ
ル
ス
棟
・
プ
ー
ル
棟
︶

解
体
撤
去
工
事
に
つ
い
て

⑧

　須
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
用
地
に
係
る

調
停
事
件
の
成
立
に
つ
い
て

⑨

　薬
師
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

⑩

　立
地
適
正
化
計
画
へ
の
防
災
指
針
追

加
に
係
る
改
定
概
要
に
つ
い
て

⑪

　公
営
住
宅
等
再
編
整
備
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

⑫

　ス
キ
ー
場
の
民
営
化
進
捗
状
況
及
び

須
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
に
つ
い
て

⑬

　商
工
会
合
併
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑭

　令
和
４
年
度
緊
急
経
済
対
策
事
業
の

検
証
に
つ
い
て

⑮

　農
協
合
併
に
つ
い
て

⑯

　ガ
ス
託
送
料
金
の
減
額
改
定
に
つ
い
て

⑰

　水
の
郷
工
業
団
地
ガ
ス
製
造
所
の
気

化
器
修
繕
に
つ
い
て

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

●
９
月
13
日
に
総
務
委
員
会
・
14
日
に
福

祉
文
教
委
員
会
・
15
日
に
産
業
建
設
委
員

会
後
に
各
分
科
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
（
仮
称
）
の

策
定
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

①

　11
月
中
に
第
二
次
総
合
計
画
と
後
期

基
本
計
画
の
総
括
を
検
討
し
、
次
回
の
分

科
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

②

　第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画
策
定
に
向

け
た
市
民
意
識
調
査(

ア
ン
ケ
ー
ト)

ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
の
確
認
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

●
11
月
15
日
産
業
建
設
委
員
会
・
16
日
福

祉
文
教
委
員
会
・
20
日
総
務
委
員
会
後
に

各
分
科
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　執
行
部
か
ら
市
民
意
識
調
査(

ア
ン
ケ

ー
ト)

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。

●
12
月
１
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
た
。

１

　調
査
事
件

　各
部
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
修
正
箇

所
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

　な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　魚沼市小出郷文化会館の設立と
同時に、住民参加型のホールを造
りたいと、事業の宣伝や協力を行
っている会です。公共ホールに「友
の会」はどこにでもありますが、
自主独立の運営を続けているの
が、小出郷文化会館の「友の会」
です。

「友の会」とは

　「友の会」会員年会費2,000円
として、200人弱の会員、主力と
して活動する「フレンドリー」メ
ンバー 16人で構成、２カ月に１
回の広報誌を自主作成し、会員に
お知らせしています。会員の中で、
会の趣旨に賛同し運営に参加した
いという有志（フレンドリー）を
募りボランティアで活動しています。

「友の会」活動報告

　住民の声を届け、文化会館の運
営に協力し、地域文化を盛り上げ
ることが目標です。そして、文化・
芸術のすばらしさの紹介や若き芸
術家の応援・育成などを目指して
います。

「友の会」が
目指すところ

　高齢化が進む中で、会員数の減
少が始まっています。「友の会」
の趣旨に賛同いただき市民の皆さ
まから一人でも多くの会員を募り
たいと考えています。

課題は

　文化会館イベントに対して、特
典があるのが楽しみです。そして、
会員同士で会報誌作成にあたり、
コーヒーを飲みながらにぎやかな
時間を楽しんでいます。

「友の会」活動の
楽しみは 　「魚沼市小出郷文化会館」の小

出郷の名称は、絶対に残していた
だきたい。公立ホールは日本中ど
こにもあるが、自主独立の運営を
続けているのが「友の会」です。
全国的にも知られていることか
ら、名称は現在のままでお願いし
たい。

市議会に一言

　文化会館設立以来27年「友
の会」は文化会館を支え盛り
上げています。お話を聞きな
がら、その自信と満足感を得
ながらも、住んで楽しい魚沼
市であって欲しいと願う皆さ
んに感銘を受けながら、考え
させられることの多い取材で
した。

魚沼市小出郷文化会館

「友の会」
（フレンドリーメンバー）

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第16回目は、魚沼市小出郷

文化会館「友の会」の皆さん

からお話を伺いました。

取材しての感想

　昨年度から、市内各中学校３年生の代表12人が

議員となり、10人が一般質問に登壇しました。中

学生議会は、中学生が地方自治について学習する中

で、市政や市議会をより身近に感じてもらい、政治

への関心を高めることを目的に開催しており、今年

で７回目となります。生徒の皆さんは、７月に行っ

た事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に

臨みました。当日は、中学生ならではの視点で、魚

沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対

して堂々と述べました。この体験が、郷土愛の醸成

につながることを期待します。

11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました

中学生の視点で中学生の視点で 市政に提言市政に提言

若
者
が
住
み
た
く
な
る

魅
力
あ
る
魚
沼
市
に
つ
い
て

　①
部
活
数
の
減
少
や
学
校

の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
中
、

今
後
の
児
童
・
生
徒
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

　②
若
者
が
住
み
や
す
く
、
結
婚
し
て

か
ら
の
子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
市
の
取
組
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　①
令
和
４
年
５
月
１
日
時

点
で
２
，
１
８
４
人
で
あ
り

ま
す
が
、
出
生
数
か
ら
推
計
す
る
と
、

令
和
４
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
小

学
校
に
入
学
す
る
頃
に
は
、
市
内
の
小
・

中
学
生
を
合
わ
せ
た
人
数
が
今
よ
り
も

４
０
０
人
程
度
少
な
く
な
る
見
込
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。
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20
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と
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。
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、
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を
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て
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び
を
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る
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、
新
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図
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の
建
設
も
進
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い
ま
す
。
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習
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に
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れ
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現
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で
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内
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育
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へ
の
エ
ア
コ
ン
設
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に
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ど
う
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。
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ア
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ン
の
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に
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、

利
用
者
の
熱
中
症
予
防
対
策

に
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な
が
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
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す
。
し
か
し
、
体
育
館
と
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っ
た
広

い
施
設
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コ
ン
設
置
は
、
エ
ア
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本
体
の
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置
だ
け
で
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く
、
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設

備
の
入
れ
替
え
も
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要
と
な
り
、
設
置

後
の
維
持
管
理
費
を
含
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る
と
多
額
の

費
用
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

既
存
の
体
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
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と
は
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し
い
で
す
が
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。
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　守
門
・
入
広
瀬
地
域
に
は

街
灯
が
少
な
く
人
々
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
る
。
例
え
ば
、﹁
冬

な
ど
は
早
く
暗
く
な
り
、
下
校
中
の
小

学
生
、
中
学
生
た
ち
が
危
険
で
あ
る
こ

と
﹂、﹁
雪
道
の
側
溝
に
落
ち
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
﹂、﹁
吹
雪
の
中
、
人
が
歩

い
て
い
て
も
車
の
中
か
ら
は
見
え
な
い

こ
と
﹂
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解

決
す
る
う
え
で
、
街
灯
は
大
切
だ
と
思

う
。
街
灯
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
冬
場
の
事
故
が
減
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せ
る
と
思
う

が
ど
う
考
え
る
か
。

　防
犯
灯
の
設
置
は
、
魚
沼

市
全
体
で
約
５
，
５
０
０ 

台

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
防
犯
灯
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
が
、
守
門
・
入
広
瀬
地
域
は
集
落
と

集
落
の
間
や
家
同
士
が
少
し
離
れ
て
い

た
り
、
田
ん
ぼ
の
中
を
通
る
道
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
街
灯
が
少
な
い

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
暗
い
道

で
の
リ
ス
ク
軽
減
に
向
け
て
街
灯
の
増
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は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
か

ら
の
要
望
に
基
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き
設
置
し
て
い
き
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い
と
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。
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　魚沼市小出郷文化会館の設立と
同時に、住民参加型のホールを造
りたいと、事業の宣伝や協力を行
っている会です。公共ホールに「友
の会」はどこにでもありますが、
自主独立の運営を続けているの
が、小出郷文化会館の「友の会」
です。

「友の会」とは

　「友の会」会員年会費2,000円
として、200人弱の会員、主力と
して活動する「フレンドリー」メ
ンバー 16人で構成、２カ月に１
回の広報誌を自主作成し、会員に
お知らせしています。会員の中で、
会の趣旨に賛同し運営に参加した
いという有志（フレンドリー）を
募りボランティアで活動しています。

「友の会」活動報告

　住民の声を届け、文化会館の運
営に協力し、地域文化を盛り上げ
ることが目標です。そして、文化・
芸術のすばらしさの紹介や若き芸
術家の応援・育成などを目指して
います。

「友の会」が
目指すところ

　高齢化が進む中で、会員数の減
少が始まっています。「友の会」
の趣旨に賛同いただき市民の皆さ
まから一人でも多くの会員を募り
たいと考えています。

課題は

　文化会館イベントに対して、特
典があるのが楽しみです。そして、
会員同士で会報誌作成にあたり、
コーヒーを飲みながらにぎやかな
時間を楽しんでいます。

「友の会」活動の
楽しみは 　「魚沼市小出郷文化会館」の小

出郷の名称は、絶対に残していた
だきたい。公立ホールは日本中ど
こにもあるが、自主独立の運営を
続けているのが「友の会」です。
全国的にも知られていることか
ら、名称は現在のままでお願いし
たい。

市議会に一言

　文化会館設立以来27年「友
の会」は文化会館を支え盛り
上げています。お話を聞きな
がら、その自信と満足感を得
ながらも、住んで楽しい魚沼
市であって欲しいと願う皆さ
んに感銘を受けながら、考え
させられることの多い取材で
した。

魚沼市小出郷文化会館

「友の会」
（フレンドリーメンバー）

市 議 会
×

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第16回目は、魚沼市小出郷

文化会館「友の会」の皆さん

からお話を伺いました。

取材しての感想

　昨年度から、市内各中学校３年生の代表12人が

議員となり、10人が一般質問に登壇しました。中

学生議会は、中学生が地方自治について学習する中

で、市政や市議会をより身近に感じてもらい、政治

への関心を高めることを目的に開催しており、今年

で７回目となります。生徒の皆さんは、７月に行っ

た事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に

臨みました。当日は、中学生ならではの視点で、魚

沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対

して堂々と述べました。この体験が、郷土愛の醸成

につながることを期待します。

11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました11月17日 令和５年度 中学生議会を開催しました

中学生の視点で中学生の視点で 市政に提言市政に提言
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。
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。
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８
４
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４
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は
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０
０
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。
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20
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を
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な
ど
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を
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象
と
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進
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進
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ま
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通
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て
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を
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、
新
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す
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れ
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あ
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。
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　代表議員の質問や意見には各学校の多くの友達の

考え方も反映されているように感じ、年々、その質

が向上しているように受け止めました。皆さんが自

分のふるさとである魚沼市を大切に思う心もたくさ

ん伝わってきました。中学生議会の経験を生かし、

これからの未来をつくっていく皆さんには問う力を

磨いていって欲しいです。明確な答え、方法を答え

られるというよりも多面的な視点からどのように考

えるのか問い続けていく力が増々求められると思っ

ています。皆さんがこれから進むそれぞれの道にお

いても探求し続ける姿勢を持ちながら様々な実体験

を通して自分の世界を広げてください。

　教えてくれることが詳しかっ
たり、優しくしてくれてスムー
ズに進めることができました。
すごくいい経験になりました。

湯之谷中学校

金井　月華 議長

かない は　な

平賀　倖弥 議長

ひらが ゆきや

緊張感が漂う議場で、堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を努めたお二人からの感想です。

参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

起
業
支
援
に
つ
い
て

　私
は
魚
沼
市
の
課
題
と
し

て
、
人
口
減
少
が
最
も
大
き

な
課
題
だ
と
考
え
る
。
若
い
世
代
が
魚

沼
市
外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
一
因

と
考
え
、
次
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

　①
魚
沼
市
に
大
企
業
を
誘
致
し
、
働

く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

　②
郊
外
の
古
民
家
を
活
用
し
、Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
貸
与
す
る
こ
と
。

　③
本
町
の
空
店
舗
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
起
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
場
所
と
す
る
こ
と
。

　①
若
者
が
就
職
先
を
選
択

す
る
際
に
求
め
る
要
件
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
将
来
の
魚
沼
市

を
担
う
若
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め

に
、
大
企
業
に
限
ら
ず
幅
広
い
企
業
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　②
企
業
誘
致
の
取
組
の
中
で
、
古
民

家
を
活
用
し
た
い
と
い
う
企
業
が
あ
れ

ば
、
物
件
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
有
効

活
用
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　③
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
お

け
る
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
空
店
舗
を
所

有
す
る
人
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

高
齢
者
も
住
み
や
す
い

　
　
　
　
環
境
に
つ
い
て

　高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

老
後
の
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。
冬
季
も
含
め
た
、
路
線
バ
ス
の
安

定
運
行
や
、
移
動
販
売
な
ど
取
り
組
む

予
定
は
あ
る
か
。

　採
算
の
厳
し
い
市
内
を
走

る
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し

て
、
事
業
継
続
を
側
面
か
ら
支
え
、
地

域
の
足
で
あ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
運
転

免
許
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
等
に
は
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
で
利
用
で
き
る
交
通
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
し
高
齢
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
市
内
で
は
移
動
販
売
を
行
う
事
業

者
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
移
動
販
売
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
特
に
中
山
間
地
で
事
業

を
展
開
す
る
移
動
販
売
事
業
者
に
対
し

て
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
移

動
が
困
難
な
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支

え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答
広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

商
業
施
設
と
生
活
の

　
　
　
不
便
さ
に
つ
い
て

　魚
沼
市
で
は
、
商
業
施
設

が
特
定
の
地
域
に
集
中
し
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
が
原

因
で
い
く
つ
か
の
問
題
が
出
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
は
近
く
に
あ
る
が
、
食
料
品

や
日
用
品
が
充
実
し
て
い
な
い
た
め
、

守
門
・
入
広
瀬
地
域
に
も
大
き
く
充
実

し
た
商
業
施
設
を
建
て
て
、
人
々
が
生

活
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　守
門
・
入
広
瀬
地
域
で
、

高
齢
者
が
買
い
物
に
行
く
の

が
不
便
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
や
、
公
共
交
通
の
整
備
に
よ
り

移
動
手
段
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
動
販
売
を
行
う
事
業
者
へ
の

支
援
な
ど
に
よ
り
、
商
業
施
設
が
近
く

に
な
く
て
も
、
買
物
の
不
便
さ
を
軽
減

し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ
の
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
が
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
建
て
る
こ

と
は
、
多
く
の
制
約
や
課
題
が
あ
る
た

め
実
現
は
困
難
で
す
が
、
民
間
事
業
者

が
進
出
を
計
画
す
る
際
に
は
、
側
面
的

な
支
援
策
を
検
討
を
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

問答
魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

駅
周
辺
の

　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て

　進
路
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
公
共
交
通
機
関
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
辺
の
地

域
で
は
無
人
駅
が
多
く
、
駅
周
辺
も
暗

く
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
・
路
線
バ
ス
と
も
に
運
行
本
数
が

少
な
い
状
態
で
あ
る
。
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活

す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
と
し
て

も
嬉
し
い
と
思
う
。
市
と
し
て
は
、
具

体
的
な
対
策
が
あ
る
か
伺
う
。

　一
つ
目
は
、
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
た

め
の
地
域
に
お
け
る
取
組
。
二
つ
目
は
、

商
業
者
向
け
の
販
売
促
進
や
新
規
創
業

へ
の
支
援
の
取
組
。
三
つ
目
は
、Ｊ
Ｒ

小
出
駅
が
始
発
駅
と
な
る
只
見
線
に
乗

車
す
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
へ
の
﹁
お
も

て
な
し
﹂
の
取
組
。
引
き
続
き
、
様
々

な
観
点
か
ら
魚
沼
市
を
魅
力
あ
る
地
域

と
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

高
齢
者
も
住
み
や
す
い

　
　
　
　
環
境
に
つ
い
て

　核
家
族
化
の
進
行
の
中
、

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る

と
い
う
が
、
魚
沼
市
で
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
若
い
人
が
同
居
し
て
い
れ

ば
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
特
有
の
問
題
へ
の
魚
沼
市
の

取
組
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　令
和
５
年
３
月
末
の
数
値

で
、
市
内
世
帯
総
数
１
３
，

１
１
７
世
帯
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
は
３
，
７
５
４
世
帯

で
、
そ
の
う
ち
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
は

２
，
０
１
３
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立

し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
や
、

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、
週
１
回
か
ら

２
回
の
昼
食
の
配
食
、
自
力
で
屋
根
雪

除
雪
な
ど
が
で
き
な
い
世
帯
へ
の
除
雪

援
助
な
ど
、
様
々
な
生
活
支
援
の
取
組

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答
湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

部
活
動
の

　
　
地
域
移
行
に
つ
い
て

　①
移
行
後
は
、
夜
間
活
動

へ
参
加
し
た
く
と
も
活
動
場

所
に
通
う
交
通
手
段
が
な
か
っ
た
り
、

保
護
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
。
住
ん
で
い
る
場
所
を
問

わ
ず
魚
沼
市
の
子
ど
も
た
ち
が
平
等
に

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
現
在
の
部
活
動
は
、
個
々
で
目
指

し
た
い
方
向
性
が
違
い
、
部
活
動
を
辞

め
た
り
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

い
生
徒
が
い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

を
機
に
、
魚
沼
市
で
も
子
ど
も
た
ち
が

﹁
魚
沼
市
で
活
動
で
き
て
よ
か
っ
た
﹂

と
思
え
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

　①
考
慮
す
べ
き
要
素
が
多

く
あ
る
の
で
、
生
徒
や
保
護

者
に
不
公
平
感
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
支
援
策
や
、
保
護
者
同
士

で
協
力
し
合
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　②
同
じ
種
目
で
も
、
技
術
を
高
め
て

大
会
に
挑
戦
す
る
活
動
や
、
基
礎
か
ら

そ
の
種
目
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
活
動

な
ど
、
目
的
別
に
活
動
を
分
け
た
り
、

新
た
な
部
活
動
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な
取
組
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

問答
堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

熊
対
策
に
つ
い
て

　毎
年
熊
が
出
没
し
、
私
が

住
ん
で
い
る
伊
米
ヶ
崎
地
区

は
頻
繁
に
出
没
し
て
い
る
。
熊
を
厄
介

者
扱
い
せ
ず
、
共
存
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
つ
い
て
提

案
す
る
。

　①
魚
沼
に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
、
郊
外
に
熊
が
好
む
ブ
ナ
や

ド
ン
グ
リ
の
木
を
植
林
す
る
こ
と
。

　②
企
業
や
大
学
と
連
携
し
、
熊
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
な
ど
を
付
け
て
熊
の
生
態
を
研
究

す
る
こ
と
。

　①
郊
外
や
里
山
に
植
林
を

行
っ
た
と
し
て
も
、
郊
外
に

エ
サ
と
な
る
木
が
多
く
な
る
と
、
逆
に

熊
の
生
息
域
が
人
里
に
近
く
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
熊
の
す
み

か
や
隠
れ
場
所
と
な
る
草
む
ら
や
雑
木

林
の
刈
り
取
り
な
ど
里
山
の
手
入
れ
が

進
む
方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　②
本
市
や
県
内
の
自
治
体
で
は
、
県

主
催
の
検
討
会
議
に
お
い
て
、
熊
の
生

態
や
被
害
防
止
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
既
に
専
門
家
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
市
単
独
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
熊

に
つ
け
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答
小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

　本物の議会を体験できておもし
ろかった。また、中学校の生徒総
会との共通点やちがうところも発

見できた。今回の経験を生かして今後の生活をより良
いものにできたらいいなと思った。
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　代表議員の質問や意見には各学校の多くの友達の

考え方も反映されているように感じ、年々、その質

が向上しているように受け止めました。皆さんが自

分のふるさとである魚沼市を大切に思う心もたくさ

ん伝わってきました。中学生議会の経験を生かし、

これからの未来をつくっていく皆さんには問う力を

磨いていって欲しいです。明確な答え、方法を答え

られるというよりも多面的な視点からどのように考

えるのか問い続けていく力が増々求められると思っ

ています。皆さんがこれから進むそれぞれの道にお

いても探求し続ける姿勢を持ちながら様々な実体験

を通して自分の世界を広げてください。

　教えてくれることが詳しかっ
たり、優しくしてくれてスムー
ズに進めることができました。
すごくいい経験になりました。

湯之谷中学校

金井　月華 議長

かない は　な

平賀　倖弥 議長

ひらが ゆきや

緊張感が漂う議場で、堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を努めたお二人からの感想です。

参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！参加いただいた皆さん、大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

起
業
支
援
に
つ
い
て

　私
は
魚
沼
市
の
課
題
と
し

て
、
人
口
減
少
が
最
も
大
き

な
課
題
だ
と
考
え
る
。
若
い
世
代
が
魚

沼
市
外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
一
因

と
考
え
、
次
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

　①
魚
沼
市
に
大
企
業
を
誘
致
し
、
働

く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

　②
郊
外
の
古
民
家
を
活
用
し
、Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
貸
与
す
る
こ
と
。

　③
本
町
の
空
店
舗
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
起
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
場
所
と
す
る
こ
と
。

　①
若
者
が
就
職
先
を
選
択

す
る
際
に
求
め
る
要
件
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
将
来
の
魚
沼
市

を
担
う
若
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め

に
、
大
企
業
に
限
ら
ず
幅
広
い
企
業
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　②
企
業
誘
致
の
取
組
の
中
で
、
古
民

家
を
活
用
し
た
い
と
い
う
企
業
が
あ
れ

ば
、
物
件
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
有
効

活
用
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　③
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
お

け
る
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
空
店
舗
を
所

有
す
る
人
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

小
出
中
学
校

大
平
し
ず
く 

議
員

お
お
だ
い
ら

高
齢
者
も
住
み
や
す
い

　
　
　
　
環
境
に
つ
い
て

　高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

老
後
の
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。
冬
季
も
含
め
た
、
路
線
バ
ス
の
安

定
運
行
や
、
移
動
販
売
な
ど
取
り
組
む

予
定
は
あ
る
か
。

　採
算
の
厳
し
い
市
内
を
走

る
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し

て
、
事
業
継
続
を
側
面
か
ら
支
え
、
地

域
の
足
で
あ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
運
転

免
許
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
等
に
は
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
で
利
用
で
き
る
交
通
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
し
高
齢
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
市
内
で
は
移
動
販
売
を
行
う
事
業

者
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
移
動
販
売
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
特
に
中
山
間
地
で
事
業

を
展
開
す
る
移
動
販
売
事
業
者
に
対
し

て
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
移

動
が
困
難
な
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支

え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答
広
神
中
学
校

峰
川
ひ
か
り 

議
員

み
ね
か
わ

商
業
施
設
と
生
活
の

　
　
　
不
便
さ
に
つ
い
て

　魚
沼
市
で
は
、
商
業
施
設

が
特
定
の
地
域
に
集
中
し
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
が
原

因
で
い
く
つ
か
の
問
題
が
出
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
は
近
く
に
あ
る
が
、
食
料
品

や
日
用
品
が
充
実
し
て
い
な
い
た
め
、

守
門
・
入
広
瀬
地
域
に
も
大
き
く
充
実

し
た
商
業
施
設
を
建
て
て
、
人
々
が
生

活
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　守
門
・
入
広
瀬
地
域
で
、

高
齢
者
が
買
い
物
に
行
く
の

が
不
便
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
や
、
公
共
交
通
の
整
備
に
よ
り

移
動
手
段
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
動
販
売
を
行
う
事
業
者
へ
の

支
援
な
ど
に
よ
り
、
商
業
施
設
が
近
く

に
な
く
て
も
、
買
物
の
不
便
さ
を
軽
減

し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ
の
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
が
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
建
て
る
こ

と
は
、
多
く
の
制
約
や
課
題
が
あ
る
た

め
実
現
は
困
難
で
す
が
、
民
間
事
業
者

が
進
出
を
計
画
す
る
際
に
は
、
側
面
的

な
支
援
策
を
検
討
を
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

問答
魚
沼
北
中
学
校

湯
本

　康
太 

議
員

ゆ
も
と

こ
う
た

駅
周
辺
の

　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て

　進
路
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
公
共
交
通
機
関
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
辺
の
地

域
で
は
無
人
駅
が
多
く
、
駅
周
辺
も
暗

く
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
・
路
線
バ
ス
と
も
に
運
行
本
数
が

少
な
い
状
態
で
あ
る
。
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活

す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
と
し
て

も
嬉
し
い
と
思
う
。
市
と
し
て
は
、
具

体
的
な
対
策
が
あ
る
か
伺
う
。

　一
つ
目
は
、
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
た

め
の
地
域
に
お
け
る
取
組
。
二
つ
目
は
、

商
業
者
向
け
の
販
売
促
進
や
新
規
創
業

へ
の
支
援
の
取
組
。
三
つ
目
は
、Ｊ
Ｒ

小
出
駅
が
始
発
駅
と
な
る
只
見
線
に
乗

車
す
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
へ
の
﹁
お
も

て
な
し
﹂
の
取
組
。
引
き
続
き
、
様
々

な
観
点
か
ら
魚
沼
市
を
魅
力
あ
る
地
域

と
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
堀
之
内
中
学
校

大
久
保
り
り
か 

議
員

お
お
く
ぼ

高
齢
者
も
住
み
や
す
い

　
　
　
　
環
境
に
つ
い
て

　核
家
族
化
の
進
行
の
中
、

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る

と
い
う
が
、
魚
沼
市
で
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
若
い
人
が
同
居
し
て
い
れ

ば
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
特
有
の
問
題
へ
の
魚
沼
市
の

取
組
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　令
和
５
年
３
月
末
の
数
値

で
、
市
内
世
帯
総
数
１
３
，

１
１
７
世
帯
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
は
３
，
７
５
４
世
帯

で
、
そ
の
う
ち
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
は

２
，
０
１
３
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立

し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
や
、

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、
週
１
回
か
ら

２
回
の
昼
食
の
配
食
、
自
力
で
屋
根
雪

除
雪
な
ど
が
で
き
な
い
世
帯
へ
の
除
雪

援
助
な
ど
、
様
々
な
生
活
支
援
の
取
組

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答
湯
之
谷
中
学
校

瀧
澤

　飛
茉 

議
員

た
き
ざ
わ

あ
す
ま

部
活
動
の

　
　
地
域
移
行
に
つ
い
て

　①
移
行
後
は
、
夜
間
活
動

へ
参
加
し
た
く
と
も
活
動
場

所
に
通
う
交
通
手
段
が
な
か
っ
た
り
、

保
護
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
。
住
ん
で
い
る
場
所
を
問

わ
ず
魚
沼
市
の
子
ど
も
た
ち
が
平
等
に

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　②
現
在
の
部
活
動
は
、
個
々
で
目
指

し
た
い
方
向
性
が
違
い
、
部
活
動
を
辞

め
た
り
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

い
生
徒
が
い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

を
機
に
、
魚
沼
市
で
も
子
ど
も
た
ち
が

﹁
魚
沼
市
で
活
動
で
き
て
よ
か
っ
た
﹂

と
思
え
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

　①
考
慮
す
べ
き
要
素
が
多

く
あ
る
の
で
、
生
徒
や
保
護

者
に
不
公
平
感
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
支
援
策
や
、
保
護
者
同
士

で
協
力
し
合
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　②
同
じ
種
目
で
も
、
技
術
を
高
め
て

大
会
に
挑
戦
す
る
活
動
や
、
基
礎
か
ら

そ
の
種
目
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
活
動

な
ど
、
目
的
別
に
活
動
を
分
け
た
り
、

新
た
な
部
活
動
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な
取
組
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

問答
堀
之
内
中
学
校

大
平

　愛
結 

議
員

お
お
だ
い
ら

ま

　ゆ

熊
対
策
に
つ
い
て

　毎
年
熊
が
出
没
し
、
私
が

住
ん
で
い
る
伊
米
ヶ
崎
地
区

は
頻
繁
に
出
没
し
て
い
る
。
熊
を
厄
介

者
扱
い
せ
ず
、
共
存
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
つ
い
て
提

案
す
る
。

　①
魚
沼
に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
、
郊
外
に
熊
が
好
む
ブ
ナ
や

ド
ン
グ
リ
の
木
を
植
林
す
る
こ
と
。

　②
企
業
や
大
学
と
連
携
し
、
熊
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
な
ど
を
付
け
て
熊
の
生
態
を
研
究

す
る
こ
と
。

　①
郊
外
や
里
山
に
植
林
を

行
っ
た
と
し
て
も
、
郊
外
に

エ
サ
と
な
る
木
が
多
く
な
る
と
、
逆
に

熊
の
生
息
域
が
人
里
に
近
く
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
熊
の
す
み

か
や
隠
れ
場
所
と
な
る
草
む
ら
や
雑
木

林
の
刈
り
取
り
な
ど
里
山
の
手
入
れ
が

進
む
方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　②
本
市
や
県
内
の
自
治
体
で
は
、
県

主
催
の
検
討
会
議
に
お
い
て
、
熊
の
生

態
や
被
害
防
止
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
既
に
専
門
家
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
市
単
独
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
熊

に
つ
け
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答
小
出
中
学
校

米
山

　奏
瑠 

議
員

よ
ね
や
ま

か
な
る

　本物の議会を体験できておもし
ろかった。また、中学校の生徒総
会との共通点やちがうところも発

見できた。今回の経験を生かして今後の生活をより良
いものにできたらいいなと思った。
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福
祉
文
教
委
員
会

11
月
７
日
〜
８
日

産
業
建
設
委
員
会

10
月
24
日
〜
26
日

総

務

委

員

会

11
月
８
日
〜
10
日

皆さんからの声を大切に皆さんからの声を大切に皆さんからの声を大切に

令和５年度 第２回 市民の声を聞く会令和５年度 第２回 市民の声を聞く会
〜 議 会 報 告 会 〜〜 議 会 報 告 会 〜

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民の

声を聞く会（議会報告会）を10月31日に「堀之内

公民館」と「小平尾研修集会センター」の２会場

で開催しました。今回の報告会では、９月定例会

と令和４年度決算審査について報告をした後、参

加者の皆さまと意見交換会を行いました。

　いただいた貴重なご意見は、各担当委員会で協

議し、今後の市政運営に反映していくよう取り組

んでまいります。いただいたご意見の一部を紹介

します。

生涯学習センターについて

何を事業とするのか。

公民館事業と生涯学習

はどこが違うのか。

ワークショップを市民

に広く聞く形で行った

のか。

バスターミナルを整備して人を集める

仕組みをつくってはどうか。

町場への交通手段について

高齢者人口が増える中、

町場への交通手段を検

討して欲しい。

温水プールについて

議会として建設検討委

員会をつくって欲しい。

コミュニケーションの
　　　　取れる場について

「市民の声を聞く会」の

ような場を増やして欲し

い。一人ひとりの声に耳

を傾けられるダイバーシ

ティをつくって欲しい。

スクールバスの活用について

現在の条件から臨機

応変に有効活用がで

きるような体制をつ

くって欲しい。

部活動の地域移行について

各団体と学校、保護者、

子どもを一同に集めた意

見交換を行って欲しい。

先
進
地
に
学
ぶ
！

先
進
地
に
学
ぶ
！

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

　市
の
課
題
や
先
進
地
事
例
を
調
査
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　市
の
課
題
や
先
進
地
事
例
を
調
査
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

①

　岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町

●
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
公
民
連
携
事
業
︶
に

つ
い
て

②

　宮
城
県
気
仙
沼
市 

●﹁
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館
﹂
震
災
伝
承
事
業

に
つ
い
て
、
防
災
・
減
災
の
取
組
に
つ
い
て

③

　福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町 

●
水
素
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

目
指
し
浪
江
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
水
素
タ
ウ
ン
構
想
に

つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
こ
の

背
景
に
は
、
国
が
脱
炭
素
社

会
の
実
現
の
た
め
の
新
た
な

資
源
と
し
て
水
素
を
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

④

　福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町 

●﹁
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
﹂
防
災
意

識
の
向
上
に
つ
い
て

⑤

　福
島
県
田
村
市

●
移
住
定
住
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　移
住
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
育
む
移
住
者
交
流
会
、

中
学
生
対
象
の
「
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
た
い
」「
ま
た

戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

「
次
世
代
移
住
定
住
会
議
」
や
市
の
空
き
家
相
談
窓
口

と
民
間
の
住
ま
い
の
専
門
組
織
の
連
携
な
ど
移
住
定

住
施
策
が
豊
富
で
あ
っ
た
。

①

　群
馬
県
富
岡
市

●
デ
マ
ン
ト
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
﹁
愛
タ
ク
﹂
に
つ
い
て

　６
台
の
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
、

ア
プ
リ
や
電
話
経
由
の
予
約
に
応
じ
て
最
適
な
配
車

を
す
る
と
い
う
デ
マ
ン
ド
型
の
サ
ー
ビ
ス
。 

市
内
全
域

に
４
５
３
の
停
留
所
が
設
定
さ
れ
、
市
民
の
満
足
度

も
高
い
。

②

　長
野
県
茅
野
市

●
Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
﹁
の
ら
ざ
あ
﹂
に

つ
い
て

　「市
民
の
生
活
」、「
通
勤
・
通
学
」、「
観
光
」
の
３

点
に
焦
点
を
あ
て
、「
Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」、

「
通
勤
・
通
学
路
線
バ
ス
」、「
観
光
路
線
バ
ス
」
を 

設

定
し
、利
用
対
象
者
と
エ
リ
ア
を
明
確
化
し
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
繋
ぐ
こ
と

で
、
利
便
性
の
高
い
交
通
網
と
な
っ
て
い
る
。

③

　埼
玉
県
上
尾
市

●
お
く
や
み
窓
口
に
つ
い
て

　お
く
や
み
に
関
し
て
必
要

な
手
続
き
を
、
一
本
化
す
れ

ば
市
民
も
職
員
も
負
担
が
少

な
く
な
る
の
で
は
、
と
い
う

声
か
ら
、
お
く
や
み
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
前
に
配
布
さ
れ
る
懇
切
丁

寧
で
、
わ
か
り
や
す
い
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
当
市
で
も
大
い
に
活
用
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

水素タウン説明風景

おくやみ窓口説明風景

丸沼高原スキー場

①

　群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場

●
ス
キ
ー
場
の
活
用
に
つ
い
て

②

　栃
木
県
小
山
市
役
所 

●
有
機
農
業
政
策
に
つ
い
て

　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
は
、
素
晴
ら
し
い
取
組

で
あ
る
と
思
う
が
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
農

業
は
除
草
等
非
常
に
困
難
に
思
わ
れ
た
。

　学
校
給
食
で
有
機
農
業
を
支
え
る
取
組
が
さ
れ
て

い
た
が
、
か
な
り
高
額
な
補
助
金
で
あ
り
、
有
機
農

業
に
よ
る
学
校
給
食
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
少
し
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。

③

　茨
城
県
つ
く
ば
市 

●
国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
住
宅
に
つ
い
て

④

　埼
玉
県
春
日
部
市 

●
市
営
住
宅
政
策
に
つ
い
て

　借
上
げ
型
市
営
住
宅
は
補
助
金
の
関
係
で
20
年
と

期
限
が
決
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
、
高
齢

者
向
け
と
入
居
者
の
層
で
分
け
て
用
途
分
け
さ
れ
て

お
り
利
用
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た
。

　行
政
が
造
る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
が
建
築
し
行

政
が
借
り
上
げ
る
と
い
う
発
想
が
、
魚
沼
市
に
お
け

る
、今
後
の
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
。

⑤

　埼
玉
県
春
日
部
市 

●
首
都
圏
外
郭
放
水
路
河
川
に
お
け
る
内
水
対
策
等

に
つ
い
て



1819 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

福
祉
文
教
委
員
会

11
月
７
日
〜
８
日

産
業
建
設
委
員
会

10
月
24
日
〜
26
日

総

務

委

員

会

11
月
８
日
〜
10
日

皆さんからの声を大切に皆さんからの声を大切に皆さんからの声を大切に

令和５年度 第２回 市民の声を聞く会令和５年度 第２回 市民の声を聞く会
〜 議 会 報 告 会 〜〜 議 会 報 告 会 〜

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民の

声を聞く会（議会報告会）を10月31日に「堀之内

公民館」と「小平尾研修集会センター」の２会場

で開催しました。今回の報告会では、９月定例会

と令和４年度決算審査について報告をした後、参

加者の皆さまと意見交換会を行いました。

　いただいた貴重なご意見は、各担当委員会で協

議し、今後の市政運営に反映していくよう取り組

んでまいります。いただいたご意見の一部を紹介

します。

生涯学習センターについて

何を事業とするのか。

公民館事業と生涯学習

はどこが違うのか。

ワークショップを市民

に広く聞く形で行った

のか。

バスターミナルを整備して人を集める

仕組みをつくってはどうか。

町場への交通手段について

高齢者人口が増える中、

町場への交通手段を検

討して欲しい。

温水プールについて

議会として建設検討委

員会をつくって欲しい。

コミュニケーションの
　　　　取れる場について

「市民の声を聞く会」の

ような場を増やして欲し

い。一人ひとりの声に耳

を傾けられるダイバーシ

ティをつくって欲しい。

スクールバスの活用について

現在の条件から臨機

応変に有効活用がで

きるような体制をつ

くって欲しい。

部活動の地域移行について

各団体と学校、保護者、

子どもを一同に集めた意

見交換を行って欲しい。

先
進
地
に
学
ぶ
！

先
進
地
に
学
ぶ
！

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

　市
の
課
題
や
先
進
地
事
例
を
調
査
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　市
の
課
題
や
先
進
地
事
例
を
調
査
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

①

　岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町

●
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
公
民
連
携
事
業
︶
に

つ
い
て

②

　宮
城
県
気
仙
沼
市 

●﹁
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館
﹂
震
災
伝
承
事
業

に
つ
い
て
、
防
災
・
減
災
の
取
組
に
つ
い
て

③

　福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町 

●
水
素
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

目
指
し
浪
江
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
水
素
タ
ウ
ン
構
想
に

つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
こ
の

背
景
に
は
、
国
が
脱
炭
素
社

会
の
実
現
の
た
め
の
新
た
な

資
源
と
し
て
水
素
を
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

④

　福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町 

●﹁
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
﹂
防
災
意

識
の
向
上
に
つ
い
て

⑤

　福
島
県
田
村
市

●
移
住
定
住
・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　移
住
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
育
む
移
住
者
交
流
会
、

中
学
生
対
象
の
「
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
た
い
」「
ま
た

戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

「
次
世
代
移
住
定
住
会
議
」
や
市
の
空
き
家
相
談
窓
口

と
民
間
の
住
ま
い
の
専
門
組
織
の
連
携
な
ど
移
住
定

住
施
策
が
豊
富
で
あ
っ
た
。

①

　群
馬
県
富
岡
市

●
デ
マ
ン
ト
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
﹁
愛
タ
ク
﹂
に
つ
い
て

　６
台
の
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
、

ア
プ
リ
や
電
話
経
由
の
予
約
に
応
じ
て
最
適
な
配
車

を
す
る
と
い
う
デ
マ
ン
ド
型
の
サ
ー
ビ
ス
。 

市
内
全
域

に
４
５
３
の
停
留
所
が
設
定
さ
れ
、
市
民
の
満
足
度

も
高
い
。

②

　長
野
県
茅
野
市

●
Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
﹁
の
ら
ざ
あ
﹂
に

つ
い
て

　「市
民
の
生
活
」、「
通
勤
・
通
学
」、「
観
光
」
の
３

点
に
焦
点
を
あ
て
、「
Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」、

「
通
勤
・
通
学
路
線
バ
ス
」、「
観
光
路
線
バ
ス
」
を 

設

定
し
、利
用
対
象
者
と
エ
リ
ア
を
明
確
化
し
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
繋
ぐ
こ
と

で
、
利
便
性
の
高
い
交
通
網
と
な
っ
て
い
る
。

③

　埼
玉
県
上
尾
市

●
お
く
や
み
窓
口
に
つ
い
て

　お
く
や
み
に
関
し
て
必
要

な
手
続
き
を
、
一
本
化
す
れ

ば
市
民
も
職
員
も
負
担
が
少

な
く
な
る
の
で
は
、
と
い
う

声
か
ら
、
お
く
や
み
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
前
に
配
布
さ
れ
る
懇
切
丁

寧
で
、
わ
か
り
や
す
い
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
当
市
で
も
大
い
に
活
用
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

水素タウン説明風景

おくやみ窓口説明風景

丸沼高原スキー場

①

　群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場

●
ス
キ
ー
場
の
活
用
に
つ
い
て

②

　栃
木
県
小
山
市
役
所 

●
有
機
農
業
政
策
に
つ
い
て

　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
は
、
素
晴
ら
し
い
取
組

で
あ
る
と
思
う
が
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
農

業
は
除
草
等
非
常
に
困
難
に
思
わ
れ
た
。

　学
校
給
食
で
有
機
農
業
を
支
え
る
取
組
が
さ
れ
て

い
た
が
、
か
な
り
高
額
な
補
助
金
で
あ
り
、
有
機
農

業
に
よ
る
学
校
給
食
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
少
し
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。

③

　茨
城
県
つ
く
ば
市 

●
国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
住
宅
に
つ
い
て

④

　埼
玉
県
春
日
部
市 

●
市
営
住
宅
政
策
に
つ
い
て

　借
上
げ
型
市
営
住
宅
は
補
助
金
の
関
係
で
20
年
と

期
限
が
決
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
、
高
齢

者
向
け
と
入
居
者
の
層
で
分
け
て
用
途
分
け
さ
れ
て

お
り
利
用
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た
。

　行
政
が
造
る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
が
建
築
し
行

政
が
借
り
上
げ
る
と
い
う
発
想
が
、
魚
沼
市
に
お
け

る
、今
後
の
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
。

⑤

　埼
玉
県
春
日
部
市 

●
首
都
圏
外
郭
放
水
路
河
川
に
お
け
る
内
水
対
策
等

に
つ
い
て
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　昨
年
は
、
将
棋
の
藤
井
聡

太
氏
の
八
冠
達
成
、
野
球
の

大
谷
翔
平
氏
の
二
刀
流
で
の

M
V
P
達
成
、
ボ
ク
シ
ン
グ

の
井
上
尚
弥
氏
の
２
階
級
４

団
体
統
一
と
異
次
元
の
活
躍

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
国
も
異
次
元
の

子
育
て
支
援
を
打
ち
出
し
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
対
策
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
魚
沼
市
も
子
育
て
日
本

一
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援

や
人
へ
の
投
資
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。施
策
や
支
援
は
、

活
用
し
て
価
値
が
出
る
も
の

で
す
。

　今
ま
で
以
上
に
市
政
に
興

味
を
持
ち
、
施
策
や
支
援
の

活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　産
官
民
が
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
魚
沼
市
と

な
る
よ
う
議
会
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（桑
原
郁
夫
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

● 

字
数
３
０
０
字
程
度

● 

住
所
・
氏
名
︵
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
︶

送り先

魚
沼
市
議
会
事
務
局

〒
９
４
６
｜

８
６
０
１

魚
沼
市
小
出
島
９
１
０
番
地

﹁
市
民
の
声
﹂の

　
　
　  

原
稿
を
募
集
し
ま
す

◆臨時会・定例会・補正予算・議案賛否の状況
◆一般質問
◆常任・特別委員会報告
◆聞かせて！ あなたの声「Voice」
◆中学生議会を開催しました
◆行政視察報告
◆議会報告会結果報告
◆市民の声・議会TOPICS・あとがき

  2～3
  4～11
11～13
14
15～17
18
19
20

…
……………………………………………

……………………………
………………

………………………
………………………………………

………………………………
……………
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1月７日
令和6年魚沼市消防出初式

　「市
民
の
声
」
へ
の
投
稿
は
、
今
回
で
二

回
目
に
な
り
ま
す
。
前
回
は
「
議
会
の
傍
聴

に
行
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
投
げ
掛
け
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
私
も
中
々
議
場
ま

で
が
遠
く
、
傍
聴
に
は
伺
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、議
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
「
議

会
だ
よ
り
」
等
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
が
、
興
味
の
な
い
と
こ
ろ
は
見
出
し

だ
け
で
飛
ば
し
て
し
ま
う
な
ど
、
市
政
に
も

う
少
し
積
極
的
に
関
わ
り
合
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。（
読
者
の
皆
様
は
い
か
が
で
す
か
）

　私
は
長
年
単
身
赴
任
生
活
で
魚
沼
の
地
を

離
れ
て
い
た
た
め
、
当
地
の
現
状
等
が
良
く

分
か
ら
ず
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
の

で
は
と
思
い
、
退
職
後
「
区
長
」「
行
政
改

革
推
進
会
議
委
員
」
等
沢
山
の
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　少
し
で
も
「
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

思
い
で
の
お
引
受
け
で
し
た
が
、
様
々
な
話

を
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
見
方

も
違
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ま
各

種
団
体
役
員
へ
の
成
り
手
が
居
な
い
と
の
話

を
聞
き
ま
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
以
外
と
面

白
い
こ
と
も
多
く
、
自
分
磨
き
に
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
是
非
機
会
が
あ
っ
た
ら
経
験
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　最
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
議
会
議
事

録
の
見
せ
方
に
つ
い
て
で
す
が
、
議
事
録
と

し
て
は
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民

に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
見

て
も
ら
え
る
見
や
す
い
掲
載
方
法
を
考
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
細
か
い
文
字
の
羅

列
で
は
、
な
か
な
か
興
味
が
湧
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
見
や
す
い

議
事
録
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
投
稿
い
た
し

ま
す
。

　今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
「
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
」。
親
か
ら

お
使
い
を
頼
ま
れ
た
子
ど
も
が
駄
賃
と
し
て

毎
月
の
小
遣
い
と
は
別
に
お
釣
り
を
貰
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、「
小
遣
い
帳
に
は
書
か
な

い
で
い
い
か
ら
大
切
に
使
い
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

　あ
れ

　の
世
界

と
構
図
が
似
て
い
ま
す
が

　そ
の
筋

　は
合

法
だ
と
判
断
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　さ
て
、
今
年
も
市
内
各
地
で
熊
の
出
没
が

あ
り
ま
し
た
が
、
人
的
な
被
害
は
出
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
根
雪
に
な
る
ま
で
は
油
断

で
き
ま
せ
ん
。
行
政
で
は
被
害
防
止
の
た
め
、

様
々
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
餌

に
な
る
柿
の
実
が
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
収
穫
が
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
、
高
齢

化
、
樹
高
が
高
い
、
利
用
予
定
な
し
、
所
有

者
不
明
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
提
案
で
す
。
次
年
度
は
春
先
か
ら

の
積
極
的
な
伐
採
の
推
奨
や
、
青
い
実
の
う

ち
の
収
穫
、
実
が
欲
し
い
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
が
思
い
つ
き
ま
す
。
町
内
で
樹
木
の
害

虫
駆
除
の
希
望
者
を
募
る
よ
う
に
町
内
会
と

一
緒
に
な
っ
て
対
策
を
進
め
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
伐
採
費
用
な
ど
の

補
助
金
制
度
に
も
期
待
し
ま
す
。

佐
梨

目
黒
芳
雄
さ
ん

赤
土

　酒
井

　浩
さ
ん

謹賀新年

議会
TOPICS 「なごみＣＡＦＥ」・「クラフトショップＳｍｉｌｅ」「なごみＣＡＦＥ」・「クラフトショップＳｍｉｌｅ」

　12月21日、市議会定例会最終日の休憩時間を利用して、小出特別支援学

校高等部の生徒さんによる『なごみCAFE』 ・『クラフトショップＳｍｉｌｅ』

とかけはしさんから英字新聞で作ったエコバックの販売を本庁舎にオープ

ンしていただきました。生徒さんたちの丁寧な対応は、心温まるひととき

となりました。

　作業製品の販売では、さをり織のバッ

クやストラップ等の小物類、廃油処理

に便利な油吸い取りパック、お皿等が

大好評でした。英字新聞は、どれも素

敵で選ぶのに迷ってしまうほどでした。

　生徒の皆さん、かけはしの皆さん、

心温まる素敵な時間をありがとうござ

いました。

オープンオープン


